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３月議会
の議題から

● 議案の結果については最終面の
議案等の結果もご参照ください。
● 文中の条例・陳情などの名称は
一部省略しています。
● 日付等については、3月議会時の
ものです。

副
市
長
に
小
島
昇
公
氏
の
選
任
を
同
意
、

教
育
委
員
会
委
員
に
真
如
昌
美
氏
の
任
命
を
同
意

副
市
長
の
給
与
を

５
％
減
額
す
る
条
例
を
可
決

小
中
学
校
耐
震・小
学
校
冷
房
設
置

工
事
等
の
補
正
予
算
を
可
決

喜
多
方
市
と
の
友
好
都
市
締
結
を
可
決

人
権
擁
護
委
員
に

小
林
行
雄
氏（
再
任
）と
野
上
ミ
チ
子
氏（
新
任
）を
適
任

　

昨
年
５
月
17
日
か
ら
欠
員
と
な
っ
て

い
る
副
市
長
と
し
て
、
現
教
育
長
の
小

島
昇
公
氏
（
こ
じ
ま
・
し
ょ
う
こ
う　

58
歳　

狭
山
在
住
）
を
新
た
に
選
任
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

小
島
氏
は
、
昭
和
53
年
に
東
大
和
市

役
所
に
入
職
し
、
そ
の
後
福
祉
部
参
事
、

学
校
教
育
部
長
を
歴
任
さ
れ
、
昨
年
10

月
１
日
か
ら
は
教
育
委
員
会
教
育
長
と

し
て
任
命
さ
れ
て
お
り
、
広
い
見
識
と

長
い
経
験
を
有
し
、
人
望
も
厚
い
こ
と

か
ら
、
副
市
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

ま
た
、
小
島
教
育
委
員
会
教
育
長
の

後
任
に
は
、
新
た
に
真
如
昌
美
氏
（
し

ん
に
ょ
・
ま
さ
は
る　

59
歳　

昭
島
市

在
住
）
を
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
任

命
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま

し
た
。

　

真
如
氏
は
、
昭
和
50
年
に
東
京
都
教

育
委
員
会
に
入
職
し
、
そ
の
後
小
学
校

教
諭
、
教
育
委
員
会
指
導
主
事
を
経
て
、

現
在
は
港
区
立
御
成
門
小
学
校
長
に
就

任
さ
れ
て
お
り
、
教
育
行
政
に
対
し
広

い
見
識
と
豊
か
な
経
験
を
有
し
、
人
望

も
厚
い
こ
と
か
ら
、
教
育
委
員
会
委
員

と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３

月
31
日
ま
で
、
東
大
和
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
部
参
事
と
し
て
当
市
の
教
育

行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
経
歴
が
あ

り
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間
で

す
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
副

市
長
が
選
任
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
財

政
の
健
全
化
を
目
指
す
た
め
、
市
長
の

任
期
で
あ
る
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で

の
間
、
副
市
長
の
給
料
及
び
期
末
手
当

の
額
を
５
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
副
市
長
の
給
料
及
び
期
末

手
当
の
額
を
、
現
在
の
月
額
76
万
６
千

円
か
ら
72
万
７
千
７
百
円
に
５
％
減
額

す
る
と
と
も
に
、
条
例
の
名
称
を
「
東

大
和
市
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
」
か
ら
「
東
大
和
市
特
別
職
職
員
の

給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
に
改
め

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
の
効
力
は
、
平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
現
市
長
の
任
期
で
あ
る
平

成
27
年
４
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

国
の
補
正
予
算
に
関
係
経
費
が
計
上

さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
補
強
工
事
並
び
に
小
学
校
冷
房
設

備
設
置
工
事
に
要
す
る
経
費
の
計
上
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
公
的
資
金
の

補
償
金
免
除
繰
上
償
還
に
関
し
、
補
償

金
免
除
制
度
の
対
象
外
と
な
っ
た
起
債

の
補
償
金
支
払
い
に
係
る
繰
出
金
の
増

額
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
国
庫
支
出
金

が
５
０
４
６
万
８
千
円
の
減
額
で
、
子

ど
も
手
当
負
担
金
の
減
額
及
び
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
の
計
上
等
。
都

支
出
金
が
２
億
254
万
１
千
円
の
増
額

で
、
公
立
学
校
施
設
耐
震
化
支
援
事

業
補
助
金
及
び
冷
房
化
緊
急
支
援
特

別
事
業
補
助
金
の
計
上
等
。
市
債
が

５
億
９
６
８
０
万
円
の
増
額
で
、
小
中

学
校
の
体
育
館
耐
震
補
強
事
業
債
及
び

小
学
校
冷
房
設
備
設
置
事
業
債
の
計
上

等
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
教
育
費
が

11
億
70
万
１
千
円
の
増
額
で
、
小
学
校

及
び
中
学
校
環
境
整
備
事
業
費
の
増
額

等
。

　

喜
多
方
市
は
、
福
島
県
北
西
部
に
位

置
し
、
飯
豊
山
を
望
む
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
ま
ち
で
、
伝
統

産
業
や
自
然
、
文
化
財
、
喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
や
山
都
そ
ば
な
ど
、
多
様
な
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
る
と
と
も
に
毎
年
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
都
市
で
す
。

　

東
大
和
市
と
喜
多
方
市
は
、
こ
れ
ま

で
も
旧
山
都
町
と
の
間
に
築
い
て
き

た
友
好
関
係
を
さ
ら
に
推
進
し
、
教

育
、
文
化
、
産
業
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅

広
い
分
野
に
お
け
る
交
流
を
通
じ
、
お

互
い
の
理
解
と
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
、
両
市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
図
る
た

め
、
友
好
都
市
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
や
団
体
等
が
交
流
を
深

め
て
い
く
中
で
、
行
政
職
員
も
知
恵
や

経
験
を
深
め
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
縁
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
本

年
４
月
27
日
に
は
喜
多
方
市
長
を
初
め

多
く
の
喜
多
方
市
の
方
々
を
お
招
き
し
、

当
市
の
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
で
調
印
式
を

行
う
予
定
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に

つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

小
林
行
雄
氏
（
再
任
）
と
野
上
ミ
チ
子

氏
（
新
任
）
を
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で

適
任
と
し
ま
し
た
。

　

小
林
行
雄
氏
は
、
平
成
15
年
以
来
、

３
期
９
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
24
年
６
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
が
、

法
律
の
専
門
家
で
あ
り
、
相
談
者
か
ら

の
信
頼
も
厚
い
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
引
き
続
き
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
上
ミ
チ
子
氏
は
、
昭
和
62

年
３
月
か
ら
平
成
15
年
３
月
ま
で
体
育

指
導
委
員
（
現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
）
と
し
て
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
、
平
成
22
年
12
月
か

ら
は
民
生
（
児
童
）
委
員
と
し
て
現
在

も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
望
も
厚
く
、

人
柄
も
温
厚
で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
共
に
平
成
24
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
27
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
１
年

と
な
る
３
月
11
日
に
、
震
災
発
生
時
を

想
定
し
、
市
内
の
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
危
険
箇
所
を
予
測
し
な
が
ら
、

議
員
参
集
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
議
員
が
自
宅
周
辺
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
、
徒
歩
ま
た
は
自

転
車
な
ど
で
市
役
所
に
参
集
し
た
後
、

防
災
講
演
会
に
参
加
し
、
立
川
断
層
に

つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

１
月
23
日
、
市
議
会
全
員
協
議
会
室

に
お
い
て
、
平
成
23
年
度
議
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
法
政
大
学
法
学
部
教
授
・
自

治
体
議
会
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
呼
び
か
け

人
代
表
の
廣
瀬
克
哉
（
ひ
ろ
せ
・
か
つ

や
）
氏
を
迎
え
、
「
議
会
改
革
の
課
題

と
議
会
基
本
条
例
の
意
義
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
市
議
会
議
員
の
他
、
市

長
部
局
の
職
員
も
参
加
し
、
貴
重
な
講

演
に
全
員
が
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
26
日
、
福
岡
県
筑
後
市
議
会

（
総
務
文
教
委
員
会
）
が
「
第
四
小
学

校
の
校
庭
及
び
校
舎
屋
上
の
芝
生
化
に

つ
い
て
」
、
ま
た
２
月
２
日
、
京
都
府

宇
治
市
議
会
議
員
（
１
名
）
が
「
地
場

産
野
菜
共
同
直
売
事
業
及
び
学
校
図
書

館
指
導
員
の
配
置
事
業
に
つ
い
て
」
行

政
視
察
に
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

視
察
に
訪
れ
た
各
市
議
会
議
員
に
対

し
、
現
地
調
査
後
、
担
当
部
課
長
等
が

現
状
や
今
後
の
取
り
組
み
、
課
題
等
に

つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。　

　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
主
催
の
第
50

回
東
京
都
市
議
会
議
員
研
修
会
が
、
２

月
13
日
、
府
中
の
森
芸
術
劇
場
ど
り
ー

む
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
日
本
大
学
法
学
部
教
授
の

岩
井
奉
信（
い
わ
い
・
と
も
あ
き
）氏

を
迎
え
、「
現
代
政
治
の
流
れ
と
分
権
―

大
震
災
を
受
け
て
地
方
政
治
の
役
割
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
を
受

講
し
ま
し
た
。

　

当
市
議
会
か
ら
は
13
名
の
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。

topics

あれこれ

議
員
参
集
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た

議
員
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

筑
後
市
議
会・宇
治
市
議
会
が

行
政
視
察
に
来
訪

東
京
都
市
議
会
議
員

研
修
会
に
出
席

お茶の時間：市議会をより身近に感じていただけるよう、今号から「議会用語の解説」を、この欄に掲載いたします。

平成23年度議員研修会

筑後市議会行政視察
第50回東京都市議会
議員研修会
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児
童
・
生
徒
の
個
性
が
育
つ

　
　

環
境
づ
く
り
の
必
要
性
を
問
う

自
由
民
主
党

森

田

憲

二

　

子
供
の
教
育
で
、
自
然
と
の
触
れ

合
い
を
考
え
た
学
校
教
育
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

　

学
校
の
施
設
状
況
を
考
慮
し
な
が

ら
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
等
、
児
童
・

生
徒
に
育
て
る
楽
し
み
を
味
わ
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
教
育
を
検
討
し
た
い
。

　

学
校
規
模
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

新
た
な
小
中
一
貫
校
を
含
め
て
新
設
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

当
市
の
小
中
連
携
教
育
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
学
校
施
設
を
生
か
し
た
施

設
分
離
型
で
推
進
し
て
い
る
。

　

（
仮
称
）
東
大
和
郷
土
美
術
園
の

開
園
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
管
理
・
運

営
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
あ
る
が
、
平

成
24
年
度
は
敷
地
の
用
地
買
収
を
進
め

て
い
く
。
美
術
園
と
し
て
整
備
す
る
た

め
の
具
体
的
計
画
の
策
定
は
こ
れ
か
ら

だ
。
寄
贈
作
品
の
保
存
や
、
多
く
の
方

に
美
術
園
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
Ｐ

Ｒ
し
た
い
と
考
え
る
。

　

青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ

く
り
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　

青
少
年
問
題
協
議
会
で
策
定
し
た

青
少
年
健
全
育
成
方
針
に
よ
る
取
り
組

み
を
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
及
び
関
係

機
関
と
連
携
し
て
推
進
す
る
と
と
も
に
、

青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
の
活
動
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

　

保
育
園
の
待
機
児
童
の
解
消
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
、
対
策
を
と
っ

て
い
く
の
か
。

　

東
大
和
市
保
育
計
画
作
成
時
の
平

成
21
年
度
の
定
員
１
６
４
５
名
か
ら
平

成
25
年
度
に
は
160
名
増
の
１
８
０
５
名

と
な
る
予
定
。
今
後
も
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
努
め
て
い
き
た
い
。

　

特
定
不
妊
治
療
助
成
制
度
の
助
成

市
民
が
満
足
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
望
む

公
明
党

御
殿
谷
一
彦

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
、学
校
教
育
、

農
業
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
を
問
う

民
主
党

大

后

治

雄

市
民
の
暮
ら
し
の
実
態
を
把
握
し
た

市
政
の
施
策
を
進
め
よ

日
本
共
産
党

西

川

洋

一

　

国
が
地
方
自
治
を
保
障
す
る
財
源

を
地
方
自
治
体
に
割
り
当
て
る
よ
う
市

長
と
し
て
も
要
求
す
べ
き
だ
。

　

市
民
生
活
に
直
結
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
基
礎
的
自
治
体
と
し
て
、

引
き
続
き
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
向

上
が
図
れ
る
よ
う
地
方
財
源
の
確
保
に

向
け
、
市
長
会
等
の
関
係
機
関
を
通
じ
、

国
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

臨
時
財
政
対
策
債
を
借
り
入
れ
な

い
と
し
て
き
た
が
、
平
成
24
年
度
は
限

度
い
っ
ぱ
い
借
り
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
発
言
を
撤
回
し
た
の
か
。

　

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
が

大
幅
な
減
少
と
な
り
、
財
源
確
保
が
非

常
に
厳
し
い
。
貴
重
な
財
源
と
し
て
臨

時
財
政
対
策
債
の
活
用
を
図
っ
た
。

　

市
長
の
防
災
意
識
及
び
防
災
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
民
の
方
々
の
意
見
を
求
め
、
実

効
性
あ
る
計
画
書
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

　

原
発
事
故
の
責
任
を
明
確
に
さ
せ
、

損
害
賠
償
を
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
補
償
要
求
は
東

大
和
市
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
各
市

と
共
同
歩
調
を
と
り
対
応
し
た
い
。

東
大
和
市
の
活
性
化
を
図
る
観
点
か
ら

前
向
き
な
取
り
組
み
を
期
待
す
る

や
ま
と
み
ど
り

中
野
志
乃
夫

児
童・生
徒
が
目
標
を
持
っ
て
生
き
生
き
と

学
習
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
望
む

無
所
属

実

川

圭

子

　

放
射
能
対
策
に
食
品
検
査
機
器
導

入
の
考
え
は
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
導
入
の
現
状
は
。

　

検
査
機
器
導
入
等
の
対
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
導
入
に
つ
い

て
は
、
特
定
規
模
電
力
業
者
か
ら
の
供

給
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

東
大
和
市
駅
前
交
番
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

　

関
係
機
関
に
強
く
要
請
し
て
き
た
。

今
後
も
実
現
に
向
け
粘
り
強
く
要
請
活

動
を
行
っ
て
い
く
。

　

芋
窪
に
墓
地
問
題
が
持
ち
上
が
っ

て
い
る
。
こ
の
問
題
に
ど
う
臨
む
の
か
。

　

東
大
和
狭
山
緑
地
の
公
有
地
化
を

進
め
て
お
り
、
他
の
土
地
利
用
と
な
ら

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
。
公
有
地

化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
歓
迎
す
る
。
夜

間
窓
口
開
設
は
費
用
対
効
果
で
ど
う
な

の
か
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
念
頭
に
検

討
し
た
い
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
、
適
切
な
人

員
配
置
と
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用

を
望
む
。

　

習
熟
度
別
少
人
数
指
導
の
学
習
指

導
員
と
学
校
図
書
館
指
導
員
を
配
置
。

学
校
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
多
数
登
録

い
た
だ
き
補
助
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
内
公
共
施
設
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
導
入

の
計
画
は
。
一
般
家
庭
へ
の
太
陽
光
発

電
の
補
助
金
導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
特
定
事
業
者

と
の
電
気
供
給
契
約
を
結
ぶ
予
定
だ
。

補
助
制
度
も
検
討
し
た
い
。

　

市
民
と
の
協
働
事
業
を
進
め
る
た

め
に
も
、
自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け

動
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
計
画
を
伺
う
。

　

市
民
と
と
も
に
歩
む
市
政
運
営
を

推
進
す
る
た
め
に
条
例
制
定
は
必
要
だ
。

平
成
28
年
度
の
制
定
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

３
市
共
同
資
源
化
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

想
定
地
で
６
品
目
を
処
理
す
る
３

市
共
同
資
源
物
処
理
施
設
の
建
設
計
画

は
不
可
能
な
状
況
だ
。
一
部
品
目
の
民

間
委
託
も
含
め
、
当
市
の
考
え
を
小
平

市
長
、
武
蔵
村
山
市
長
へ
説
明
し
た
。

　

市
の
財
政
全
体
の
健
全
化
を
判
断

す
る
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
健
全
性

を
ど
う
維
持
す
る
の
か
。

　

当
市
で
は
現
在
健
全
化
判
断
比
率

の
４
つ
の
指
標
の
数
値
は
基
準
内
で
、

適
正
な
状
況
で
あ
る
。
地
方
債
や
債
務

負
担
行
為
な
ど
の
将
来
負
担
の
抑
制
や

財
政
調
整
基
金
等
へ
の
積
み
立
て
を
通

じ
、
健
全
性
の
維
持
に
努
め
た
い
。

　

複
式
簿
記
・
発
生
主
義
会
計
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
を
受
け
、
市

税
収
入
が
減
少
す
る
一
方
、
社
会
保
障

関
係
経
費
の
支
出
が
大
き
く
伸
び
る
な

ど
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
財
務
内
容
の

改
善
が
急
務
で
あ
り
検
討
を
行
い
た
い
。

　

学
校
の
防
災
拠
点
機
能
の
推
進
に

つ
い
て
伺
う
。

　

学
校
施
設
の
安
全
性
や
防
災
機
能

の
確
保
は
極
め
て
重
要
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
と
も
十
分
協
議
を
し
た
い
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
活
用

し
た
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　

児
童
・
生
徒
に
わ
か
り
や
す
い
授

業
が
で
き
る
よ
う
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
を
推
進
し
て
い
る
。
各
校
で
デ
ジ
タ

ル
機
器
が
充
実
す
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

　

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の

充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
平
成
24
年
４
月
か
ら
本
格
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
半
年
間
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
高
齢
者
へ
の
周
知
を
図
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
の
増
加
や
活
動
場

所
の
拡
充
を
図
り
た
い
。

　

市
長
の
施
策
の
優
先
順
位
と
独
自

施
策
は
何
か
。

　

優
先
順
位
は
予
算
措
置
に
よ
り
実

現
す
る
と
考
え
る
。
独
自
施
策
は
市
独

自
の
事
業
展
開
を
図
る
事
業
を
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
た
い
。

　

民
間
委
託
を
進
め
る
考
え
は
。

　

施
設
の
特
徴
を
踏
ま
え
民
間
活
力

を
導
入
す
る
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
が

図
れ
る
か
、
運
営
経
費
の
節
減
が
図
れ

る
か
等
の
視
点
で
検
討
を
進
め
た
い
。

　

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
に
つ
い
て
、

現
状
と
今
後
の
具
体
策
を
伺
う
。

　

小
中
学
生
の
学
力
は
、
東
京
都
の

平
均
を
下
回
る
学
力
調
査
結
果
と
い
う

現
状
で
あ
る
。
学
力
水
準
を
上
げ
る
た
め
、

少
人
数
学
習
指
導
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
指
導
の
充
実
等
授
業
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

認
定
農
業
者
支
援
事
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
育
成
の
詳
細
を
伺
う
。

　

支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
認
定
さ

れ
た
農
業
経
営
改
善
計
画
に
基
づ
き
認

定
農
業
者
が
行
う
事
業
の
経
費
の
一
部

対
象
を
不
育
症
ま
で
広
げ
て
は
ど
う
か
。

　

不
育
症
治
療
費
の
助
成
は
不
育
症

の
治
療
内
容
の
審
査
に
係
る
専
門
的
判

断
を
必
要
と
す
る
こ
と
や
、
新
た
な
財

政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。
国
や
都
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

　

認
定
農
業
者
数
の
増
大
に
向
け
た

具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

当
市
で
は
平
成
23
年
度
か
ら
認
定

農
業
者
支
援
事
業
を
開
始
し
、
認
定
農

業
者
が
作
成
し
た
改
善
計
画
の
事
業
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

を
補
助
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
に

つ
い
て
は
、
農
業
者
へ
紹
介
し
労
働
者

不
足
の
改
善
を
図
り
、
農
業
振
興
に
寄

与
し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

市長施政方針に対する

代表質問
会派代表5名・無所属1名
　３月議会初日に表明された平成 24年度の市長施政方針に
対し、議会各会派等が行った代表質問の要旨を掲載します。
　なお、市長施政方針は市報（４月１日号）をご覧ください。

お茶の時間：本会議とは？… 全議員で構成する議会の会議のこと。議会としての権限である議決、同意、承認、採択等は本会議
で行わなければ、法的効力が発生しません。



（4）東大和市議会だより　第237号平成24年（2012年）５月１日発行 予算案に対する討論①

平成24年度６会計予算を可決

【予算特別委員会】
（開 催 日）19・21・26日
（委 員 長）御殿谷一彦
（副委員長）根岸　聡彦

４会派・無所属1名

予算案に対する討論

市
民
に
こ
れ
以
上
我
慢
を
強
い
る
の
で
な
く

厳
し
い
市
民
の
暮
ら
し
支
え
る
市
政
へ
転
換
を

日
本
共
産
党　

尾　

崎　

利　

一

東
日
本
大
震
災
の
発
生
を
受
け
、防
災
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、

さ
ら
な
る
決
意
と
自
覚
を
持
っ
て
市
政
運
営
に
当
た
る
こ
と
を
望
む

公
明
党　

中　

間　

建　

二

市
民
生
活
の
安
定
と
未
来
あ
る
将
来
の

　
　
　
　
　
　
　

施
策
・
実
現
を
強
く
求
め
る

自
由
民
主
党　

蜂
須
賀　

千　

雅

徴
税
努
力
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
並
び
に
個
人
と
世
代
間

の
不
公
平
感
を
助
長
す
る
施
策
の
再
考
を
求
め
る

民
主
党　

大　

后　

治　

雄

　

一
般
会
計
及
び
国
保
・
介
護
・
後
期

医
療
各
特
別
会
計
予
算
に
反
対
す
る
。

　

被
災
地
と
避
難
さ
れ
て
き
た
方
々

へ
の
で
き
る
限
り
の
支
援
を
要
求
す
る
。

市
民
の
命
を
守
る
立
場
か
ら
防
災
対
策

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
。

　

市
長
が
「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
な
く

「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
と
い
う
の
は
、
財

政
が
大
変
だ
か
ら
我
慢
し
ろ
と
い
う

こ
と
だ
。
市
民
の
収
入
は
大
き
く
減

り
、
増
税
と
負
担
増
が
相
次
い
で
市
民

は
我
慢
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
８
年
連
続

で
切
り
詰
め
ら
れ
た
地
方
財
政
措
置
は

平
成
19
年
の
参
院
選
自
民
党
大
敗
の
翌

年
か
ら
増
大
を
続
け
市
財
政
は
好
転
し

た
。
国
民
世
論
が
つ
く
っ
た
こ
の
変
化

を
前
へ
進
め
厳
し
い
市
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
こ
と
に
市
政
の
最
大
の
課
題
が

あ
る
の
に
、
市
は
国
保
税
や
保
育
料
な

ど
の
値
上
げ
を
来
年
度
検
討
す
る
と
し

て
い
る
。
他
方
、市
長
は
、わ
ざ
わ
ざ
条

例
改
正
し
て
、
来
年
度
大
企
業
３
社
に

２
３
６
８
万
円
も
道
路
占
用
料
を
オ
マ

ケ
す
る
。
政
治
姿
勢
の
転
換
を
求
め
る
。

　

学
校
耐
震
化
と
小
学
校
へ
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
開
始
や
シ
ル
バ
ー
交
番
制

度
へ
の
踏
み
出
し
、
狭
山
保
育
園
の
耐

震
工
事
実
施
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度

の
拡
充
等
は
評
価
す
る
。
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
建
設
を
求
め
る
。
国
有
地
や
都

有
地
の
活
用
等
で
認
可
保
育
園
増
設
を

軸
に
待
機
児
解
消
を
図
れ
。
放
射
能
汚

染
対
策
を
抜
本
強
化
す
べ
き
だ
。
農
家

　

公
明
党
を
代
表
し
、
一
般
会
計
予
算
、

ほ
か
５
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
の
立
場

で
討
論
す
る
。

　

一
般
会
計
で
は
、
市
長
の
優
先
施
策

の
中
で
、
公
明
党
が
要
望
し
て
き
た
防

災
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
こ
と
を
評

価
す
る
。
災
害
時
に
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
る
本
庁
舎
の
安
全
性
の
確
保
を
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
は
自
助
・

共
助
・
公
助
の
役
割
分
担
の
徹
底
、
実

　

自
由
民
主
党
を
代
表
し
、
一
般
会
計

予
算
及
び
５
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
の

立
場
で
討
論
す
る
。

　

お
お
む
ね
適
正
に
予
算
が
算
定
さ
れ
、

新
規
事
業
の
展
開
に
よ
り
将
来
に
期
待

で
き
る
施
策
も
あ
り
、
職
員
の
創
意
・

工
夫
・
努
力
を
高
く
評
価
す
る
。

　

将
来
の
市
民
生
活
の
安
定
と
未
来
あ

る
施
策
の
実
現
・
発
展
の
た
め
、
財
源

確
保
に
努
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。　

　

市
税
等
コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
業
務
委

託
費
が
盛
り
込
ま
れ
、
市
民
待
望
の

施
策
の
実
施
を
高
く
評
価
す
る
。
市
民

の
利
便
性
向
上
と
確
実
な
税
収
増
に
向

け
た
体
制
づ
く
り
を
要
望
す
る
。
緊
急

一
時
保
護
施
設
運
営
補
助
事
業
に
つ
い

て
支
援
側
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
と
、

相
談
窓
口
の
充
実
を
強
く
要
望
す
る
。

学
童
保
育
所
（
仮
称
）
桜
が
丘
ク
ラ
ブ

の
新
設
に
関
し
て
高
く
評
価
す
る
。
市

民
ニ
ー
ズ
を
迅
速
に
的
確
に
把
握
し
対

応
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。
65
歳
以
上

の
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
を
高
く
評
価
し
、
市
民

へ
の
周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。
特
定
不

妊
治
療
助
成
制
度
の
さ
ら
な
る
市
民
へ

の
周
知
を
強
く
要
望
す
る
。
不
育
症
に

関
し
て
も
、
東
大
和
市
と
し
て
の
取
り

組
み
を
要
望
す
る
。
観
光
推
進
事
業
費

の
観
光
マ
ッ
プ
作
成
を
評
価
す
る
。
市

の
魅
力
を
網
羅
し
た
観
光
マ
ッ
プ
の
作

成
を
要
望
す
る
。
地
域
公
共
交
通
会
議

の
設
置
に
向
け
て
経
費
を
計
上
し
て
い

る
こ
と
を
評
価
す
る
。
早
急
に
交
通
会

議
を
設
置
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
健

全
な
事
業
運
営
を
図
る
た
め
の
補
助
金

の
確
保
や
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
、国
や

都
へ
引
き
続
き
の
要
望
を
お
願
い
す
る
。

　

時
代
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、今
、市

民
に
と
っ
て
必
要
な
施
策
は
何
か
、今
、

市
民
は
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、今
、市

と
し
て
何
を
や
る
べ
き
な
の
か
、そ
れ
は

現
場
に
行
き
、現
場
を
歩
き
、現
場
を
見

る
こ
と
で
し
か
発
見
で
き
な
い
。
夢
を

語
れ
な
い
政
治
家
は
市
民
か
ら
見
て
魅

力
を
感
じ
な
い
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
と
ら
え
た
政
策
実
現
を
望
む
。

　

民
主
党
を
代
表
し
、
一
般
会
計
予
算
、

ほ
か
５
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
の
立
場

で
討
論
す
る
。

　

さ
て
、
尾
崎
市
政
初
め
て
の
当
初
予

算
案
が
示
さ
れ
た
。
景
気
の
低
迷
に
よ

る
個
人
所
得
の
減
少
、
震
災
や
円
高
等

の
影
響
と
い
っ
た
現
実
の
壁
に
直
面
し
、

ご
自
身
の
理
念
・
理
想
と
現
実
の
す
り

合
わ
せ
に
腐
心
さ
れ
た
も
の
と
見
受
け

ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
の
文
化
資

産
・
自
然
資
産
の
活
用
を
考
え
た
（
仮

称
）
東
大
和
郷
土
美
術
園
の
整
備
を
初

め
と
し
た
観
光
事
業
の
推
進
や
何
度
も

指
摘
を
さ
れ
な
が
ら
前
市
政
で
は
つ
い

ぞ
行
え
な
か
っ
た
庁
舎
耐
震
診
断
調
査

を
始
め
と
し
た
防
災
体
制
の
強
化
等
の

独
自
施
策
を
打
ち
出
す
な
ど
、
持
続
可

能
な
市
政
の
実
現
に
向
け
て
の
模
索
が

認
め
ら
れ
、
ま
た
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
説
明
責

任
を
全
う
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
評
価

で
き
る
。

　

さ
ら
に
は
、
「
あ
れ
か
こ
れ
か
」
の

視
点
と
と
も
に
、
今
日
の
行
政
に
は
大

所
高
所
か
ら
の
見
地
が
必
要
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
（
仮
称
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
給
食
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
前
市
政
が
積
み
残
し
て
膠
着
状

態
に
陥
っ
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
、
何

ら
か
の
着
地
点
を
見
出
そ
う
と
す
る
姿

勢
も
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
細
か
く
言
え
ば
、
都
市
交

流
事
業
や
シ
ル
バ
ー
交
番
の
準
備
、
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
の
実
施
な
ど
も

評
価
す
る
が
、
一
方
で
、
「
あ
れ
か
こ

れ
か
」
の
視
点
を
も
っ
と
推
し
進
め
る

こ
と
、
さ
ら
な
る
歳
入
の
確
保
や
徴
税

努
力
に
よ
る
収
納
率
の
向
上
並
び
に
個

人
と
世
代
間
の
不
公
平
感
を
助
長
す
る

よ
う
な
施
策
の
再
考
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

　平成24年度一般会計・5特別会計予算案は、予算特別委員会で３
日間審査したのち、最終日28日の本会議にて採決を行い、一般会計
予算、国民健康保険事業・介護保険事業・後期高齢者医療特別会計予
算を賛成多数で、下水道事業・土地区画整理事業特別会計予算を全会
一致で原案どおり可決としました。
　採決に先立ち4会派の代表者と無所属議員1名が、予算案に対し討
論を行いましたので、その要旨を掲載します。

や
お
茶
屋
さ
ん
の
「
風
評
被
害
」
対
策

を
求
め
る
。
ダ
イ
エ
ー
閉
店
の
実
態
掌

握
と
雇
用
対
策
を
求
め
る
。
桜
が
丘
市

民
広
場
の
削
減
に
反
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
改
善
を
求
め
る
。

　

下
水
道
会
計
は
、
雨
水
浸
透
ま
す
な

ど
の
設
置
補
助
事
業
を
評
価
す
る
。
下

水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
行
う
な
。

　

介
護
保
険
は
、
保
険
料
の
多
段
階
化

は
支
持
す
る
が
、
保
険
料
値
上
げ
は
受

け
入
れ
な
い
。
低
所
得
者
対
策
を
求
め

る
。
サ
ー
ビ
ス
後
退
を
行
う
な
。
特
養

ホ
ー
ム
な
ど
の
建
設
を
求
め
る
。

　

後
期
医
療
制
度
の
廃
止
を
求
め
る
。

際
に
即
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
防

災
対
策
事
業
の
強
力
な
推
進
を
求
め
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
は
、

個
々
食
器
の
導
入
や
衛
生
管
理
の
問
題

な
ど
、
現
状
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め

に
は
、
前
に
進
め
ざ
る
を
得
な
い
時
期

に
き
て
い
る
。
観
光
事
業
へ
の
取
り
組

み
は
評
価
す
る
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
や
方

向
性
が
見
出
せ
て
い
な
い
。

　

歳
入
は
、
市
税
が
景
気
低
迷
の
見
込

み
か
ら
3.2
％
の
減
で
あ
り
、
税
の
公
平

性
か
ら
も
適
正
で
き
め
細
や
か
な
収
納

対
策
の
推
進
を
望
む
。
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
、
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

歳
出
で
は
、
市
役
所
３
階
に
市
政
情

報
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
市
民
が
知

り
た
い
情
報
を
迅
速
に
提
供
で
き
る
体

制
の
整
備
を
求
め
る
。
戦
災
建
造
物
を

活
用
し
た
平
和
事
業
は
、
被
ば
く
ア
オ

ギ
リ
二
世
と
共
に
、
市
の
象
徴
と
し
て

さ
ら
な
る
充
実
を
。
高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
評
価
す

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
利
用
増

が
見
込
め
る
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
オ
ン

デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
早
急
な
検
討
を
。

集
中
豪
雨
対
策
と
し
て
雨
水
浸
透
施
設

の
設
置
や
排
水
管
、
集
水
ま
す
の
清
掃

委
託
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
る
こ
と
を

評
価
す
る
。
小
中
学
校
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
、
小
学
校
の
冷
房
機
の
設
置
、

第
八
小
学
校
の
芝
生
化
工
事
は
、
円
滑

な
工
事
の
実
施
を
求
め
る
。

　

国
保
会
計
は
、
公
明
党
の
提
案
に
よ

り
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
の
委
託
料
が
計
上
さ
れ
た
。
特
定

健
診
・
保
健
指
導
の
受
診
率
の
向
上
な

ど
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
よ
う

継
続
的
な
取
り
組
み
を
求
め
る
。

議会Q&A　　東大和市議会議員の定数は？ (回答は、6ページのフッター参照）
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市
民
が
主
体
、
市
民
の
意
向
を
反
映
し
た

街
づ
く
り
へ
の
転
換
、
市
独
自
の
政
策
推
進
を
望
む

無
所
属　

実　

川　

圭　

子

　

一
般
会
計
予
算
ほ
か
５
特
別
会
計
予

算
に
賛
成
の
立
場
で
討
論
す
る
。

　

市
税
収
入
3.2
％
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
厳
し
い
財
政
の
中
、
実
施
計
画
に
基

づ
き
職
員
人
件
費
の
抑
制
や
積
極
的
な

行
政
改
革
を
推
進
し
歳
出
削
減
を
図
っ

て
い
る
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
職
員
と
市

民
が
一
体
と
な
っ
た
街
づ
く
り
を
望
む
。

市
長
の
か
か
げ
る
協
働
の
街
づ
く
り
事

業
の
展
開
が
見
ら
れ
な
い
の
は
残
念
。

市
民
の
安
心
、
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

意
味
で
、
放
射
能
対
策
は
不
可
欠
。
食

材
を
測
る
た
め
の
放
射
能
測
定
機
の
導

入
は
先
延
ば
し
せ
ず
、
対
応
す
べ
き
だ
。

　

環
境
分
野
で
は
ご
み
対
策
、
公
園
の

緑
化
整
備
な
ど
市
民
と
取
り
組
む
姿
勢

を
示
せ
。
市
民
は
き
め
細
か
い
対
応
と

同
時
に
東
大
和
を
ど
の
よ
う
な
街
に
す

る
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
望
ん
で
い
る
。
開

発
業
者
先
行
の
街
づ
く
り
か
ら
、
市
民

が
主
体
、
市
民
の
意
向
が
反
映
し
た
街

づ
く
り
へ
と
転
換
し
、
市
独
自
の
政
策

も
今
後
進
め
て
い
く
べ
き
だ
。

市のお金の使い道
（市民１人当たり）

一 般 会 計
福祉のために
（民生費） 173,303円

教育のために
（教育費） 31,280円

庁舎管理などのために
（総務費） 27,897円

ごみや健康のために
（衛生費） 25,779円

借金をかえすために
（公債費） 23,108円

道路や公園のために
（土木費） 20,736円

消防や災害対策のため
に（消防費） 13,742円

農業や商工業などのた
めに（その他） 6,136円

市民１人当たりの合計 321,981円

※人口８３，５６７人（平成２４年４月1日現在）

会計別予算額
（単位：千円）

会　計　名 平成24年度 平成 23年度 増減率
（％）

一 般 会 計  26,907,000  26,979,000 △ 0.3

国民健康保険事業
特 別 会 計  8,946,963  8,391,146 6.6

下 水 道 事 業
特 別 会 計  2,157,978  2,654,138 △ 18.7

土地区画整理事業
特 別 会 計  170,080  219,444 △ 22.5

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計  4,297,139  4,230,594 1.6

後期高齢者医療
特 別 会 計  1,478,697  1,296,298 14.1

合　　計  43,957,857  43,770,620 0.4

（注） 各会計間の重複額を除いた純計は408億2,850万2千円
（前年度比０．３％増）です。

委
員
会
で
の
議
論

　

（
主
な
質
疑
）

　

東
大
和
市
に
今
必
要
な
の
か
。

　

行
政
が
事
務
を
行
う
た
め
に
は
、

ま
た
所
有
者
に
対
し
て
強
制
力
を
働
か

せ
る
た
め
に
は
明
確
な
根
拠
条
例
が
な

け
れ
ば
物
事
が
進
ま
な
い
。
一
番
の
問

題
は
所
有
者
と
連
絡
が
つ
く
か
で
あ
る
。

所
沢
市
で
は
、
条
例
が
で
き
る
前
は
通

知
を
送
っ
て
も
反
応
が
な
い
こ
と
が
多

か
っ
た
。条
例
が
で
き
て
通
知
を
行
っ
た

と
こ
ろ
100
％
の
返
答
が
あ
っ
た
。
根
拠

条
例
が
な
け
れ
ば
解
決
が
進
ま
な
い
。

　

東
大
和
市
で
該
当
す
る
件
数
は
。

　

提
出
議
員
が
地
域
を
回
る
と
10
件

に
１
件
は
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
空
き
家
に
対
し
て
苦
情
要
望
を
受
け

た
件
数
は
20
件
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
定
義
を
常
時
無
人
の
状

態
と
認
識
す
る
が
、
期
間
の
定
義
は
。

　

条
例
の
中
で
明
確
に
何
年
と
か
の

規
定
を
定
め
て
い
く
の
は
難
し
い
。

　

行
政
側
の
無
人
状
態
と
の
判
断
と

実
態
と
の
そ
ご
に
対
す
る
対
策
は
。

　

今
は
住
民
か
ら
苦
情
や
要
望
が

あ
っ
た
と
き
に
、
そ
れ
に
対
し
事
実
確

認
を
し
て
い
る
。
し
か
し
行
政
側
が
行

う
行
為
に
対
し
て
は
根
拠
条
例
が
な
い
。

適
正
な
情
報
提
供
が
あ
っ
た
も
の
に
対

し
、
市
側
が
条
例
に
基
づ
い
て
実
態
調

査
が
で
き
る
よ
う
、
明
確
な
規
定
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

空
き
家
に
関
す
る
判
例
は
あ
る
か
。

　

空
き
家
に
関
す
る
判
例
は
入
手
で

き
な
か
っ
た
。
個
人
の
財
産
に
対
し
て

行
政
が
ど
こ
ま
で
制
限
が
か
け
ら
れ
る

か
と
の
中
で
調
べ
る
と
、
奈
良
県
の
た

め
池
条
例
事
件
が
出
て
き
た
。
こ
こ
で

は
、
条
例
に
基
づ
い
て
個
人
の
財
産
権

に
対
し
て
制
約
を
か
け
る
こ
と
は
許
さ

れ
て
い
る
と
の
最
高
裁
判
決
が
あ
る
。

　

個
別
具
体
的
な
事
例
の
た
め
だ
け

に
条
例
を
制
定
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
の

感
が
あ
る
。今
回
の
行
政
の
対
処
を
待
っ

て
提
案
し
て
も
遅
く
は
な
い
と
思
う
。

　

１
件
の
た
め
だ
け
に
条
例
を
提
案

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
市
に
管
理

不
全
な
空
き
家
が
た
く
さ
ん
出
て
手
が

つ
け
ら
れ
な
く
な
る
前
に
、
取
り
組
む

時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
。

　

こ
の
条
例
が
ま
と
ま
っ
た
と
き
は

議
会
全
員
が
責
任
を
負
う
の
か
。

　

議
会
の
議
決
を
経
て
成
立
す
る
の

だ
か
ら
議
会
の
責
任
と
思
う
。

　

防
災
の
観
点
か
ら
の
空
き
家
条
例

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

防
犯
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
提
案
し
た
。空
き
家
の
適
正
管
理

を
図
る
こ
と
で
、防
災
、減
災
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
。行
政
と
し
て
備
え
て
い
く

べ
き
課
題
と
し
て
目
的
の
中
に
入
れ
た
。

　

（
主
な
質
疑
）

　

現
在
の
５
％
か
ら
10
％
に
な
っ
た

　

（
主
な
質
疑
）

　

学
校
給
食
用
物
資
規
格
基
準
に
つ

い
て
、
食
品
の
不
安
が
出
さ
れ
て
い
る

自
治
体
も
同
様
の
対
応
か
。

　

基
準
に
何
ら
か
の
位
置
づ
け
を
し

て
い
る
市
が
４
市
、
位
置
づ
け
の
な
い

市
が
21
市
だ
。

　

食
品
放
射
能
測
定
器
の
国
の
貸
与

の
抽
選
結
果
が
１
月
に
出
る
と
い
う
話

だ
が
、
状
況
説
明
し
て
ほ
し
い
。

　

第
３
次
配
分
は
今
月
末
が
期
限
。

今
の
と
こ
ろ
期
限
後
の
話
は
ま
だ
な
い
。

　

第
４
次
配
分
は
い
つ
行
わ
れ
る
か
。

　

今
年
度
内
の
対
応
と
考
え
て
い
る
。

　

当
市
の
今
後
の
方
針
な
ど
が
決

ま
っ
て
い
た
ら
教
え
て
ほ
し
い
。

　

現
在
は
公
共
施
設
等
だ
け
に
限
定

し
た
測
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
測
定
器

を
ふ
や
し
て
、
民
間
の
部
分
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
い
。

　

地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
で
、

機
器
を
購
入
す
る
自
治
体
が
あ
る
が
、

当
市
の
考
え
は
。

　

国
立
市
が
１
台
購
入
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
当
市
は
そ
の
方
法
も
考
え
て

い
る
が
、
ま
ず
は
貸
与
で
対
応
す
る
。

総

務

東
大
和
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
は
、
否
決
と
し
ま

し
た
。

「
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
る
決
議
」
に
関
す

る
陳
情
及
び
消
費
税
増
税
に
関
す
る
陳
情
並
び
に
消
費
税
増
税
に
反

対
す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
は
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

場
合
の
市
民
の
負
担
増
に
つ
い
て
。

　

日
本
生
協
連
盟
の
調
査
で
は
１
世

帯
当
た
り
年
間
消
費
税
平
均
16
万
９
千

円
、
ま
た
年
収
400
万
円
未
満
の
世
帯
と

１
千
万
円
以
上
の
世
帯
の
差
で
は
1.67
倍

の
消
費
税
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
低
収

入
世
帯
の
ほ
う
が
、
負
担
率
が
高
い
と

い
う
逆
進
性
が
見
ら
れ
る
。

　

市
民
の
所
得
の
減
少
に
つ
い
て
。

　

昨
年
度
の
給
与
所
得
者
の
１
人
当

た
り
の
所
得
は
約
352
万
８
千
円
で
、
今

年
度
は
348
万
２
千
円
で
、
４
万
６
千
円

の
減
額
で
年
収
が
下
が
っ
て
い
る
。

　

事
業
者
が
消
費
税
を
転
嫁
で
き
な

い
こ
と
の
確
認
は
。

　

立
川
税
務
署
の
確
認
と
し
て
、
個

人
事
業
者
は
１
億
４
５
０
０
万
円
ぐ
ら

い
の
消
費
税
、
法
人
は
17
億
６
５
０
０

万
円
ぐ
ら
い
の
消
費
税
を
負
担
し
て
い

る
。
合
わ
せ
て
大
体
19
億
円
か
ら
20
億

円
消
費
税
の
負
担
を
し
て
い
る
。
転
嫁

の
把
握
は
難
し
い
。

　

日
本
商
工
会
議
所
の
調
べ
で
は
、

約
70
％
が
転
嫁
で
き
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
小
売
業
は
売
ら
な
け
れ
ば
、
仕

入
れ
価
格
に
は
も
う
10
％
か
か
っ
て
し

ま
う
。
売
れ
な
け
れ
ば
そ
の
分
が
そ
の

ま
ま
税
と
し
て
、
支
払
わ
な
い
と
し
て

も
自
己
負
担
に
な
る
。
そ
う
い
う
負
担

増
も
大
変
で
あ
る
。
市
民
に
か
け
る
負

担
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
消
費
税
10
％
増
税

は
反
対
す
る
。　

　

今
後
の
社
会
保
障
の
財
源
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
観
点
で
、
消
費
税
抜

き
に
考
え
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な

い
が
、
今
の
経
済
状
況
の
段
階
で
消
費

税
を
引
き
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
は
難
し
い
と
考
え
る
。
ま
た
今
の
政

権
で
は
、
政
権
交
代
し
た
と
き
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
で
消
費
税
を
上
げ
な
い
と
公

約
に
う
た
っ
て
政
権
の
座
に
つ
い
て
い

る
。
今
回
の
政
権
に
な
っ
て
消
費
税
を

上
げ
る
と
方
向
転
換
を
し
て
、
そ
れ
に

つ
い
て
国
民
は
消
費
税
増
税
に
納
得
が

い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
陳
情
に
賛
成
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

消
費
税
を
増
税
し
て
も
税
収
全

体
の
増
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
過

去
の
経
験
、
消
費
税
増
税
で
は
決
し
て

将
来
に
わ
た
っ
て
税
源
を
安
定
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

放
射
能
汚
染
か
ら
子
ど
も
の
体
内
被
ば
く
を
守
る
陳
情
は
、
採
択
と
し
ま
し
た
。

厚
生
文
教
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（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

建
設
環
境

（
仮
称
）
障
害
者
総
合
福
祉
法
制
定
に
対
す
る
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
陳
情
は
、
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る
基
本
法
（
仮
称
）
」
の
法
制
化
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
は
、
採
択
と
し
ま
し
た
。

（
所
管
事
務
調
査
）
「
東
大
和
市
立
小
中
学
校
に
お
け
る
基
礎
学
力
の
向
上
及

び
定
着
に
関
す
る
こ
と
」
は
７
回
の
調
査
を
行
い
、
３
月
議
会
で
の
厚
生
文
教

委
員
長
か
ら
の
報
告
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

東
大
和
メ
モ
リ
ア
ル
墓
地
建
設
中
止
を
求
め
る
陳
情
は
、
趣
旨
採
択
と
し
決

議
を
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

市
道
路
線
の
一
部
廃
止
に
つ
い
て
及
び
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
（
２
議

案
）
は
、
全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

（
主
な
質
疑
）

　

改
正
障
害
者
自
立
支
援
法
に
伴
う

当
市
の
対
応
は
24
年
４
月
以
降
ど
う
な

る
の
か
。
改
正
障
害
者
基
本
法
に
つ
い

て
の
当
市
の
認
識
は
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
は
、

平
成
23
年
10
月
と
24
年
４
月
の
２
回
。

10
月
改
正
の
主
な
内
容
は
、
①
視
覚
障

害
者
へ
の
移
動
支
援
を
市
の
地
域
生
活

支
援
事
業
で
行
っ
て
き
た
が
、
同
行
援

護
を
新
設
し
自
立
支
援
給
付
で
行
う
点
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
家
賃
助
成
に
つ

い
て
１
万
円
を
限
度
に
国
庫
補
助
と
す

る
点
。
４
月
改
正
の
主
な
内
容
は
、
①

相
談
支
援
体
制
の
強
化
で
、
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
す
べ
て
に
介
護
保
険
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
策
定

を
義
務
づ
け
た
点
。
②
障
害
児
支
援
の

強
化
で
、
障
害
児
施
設
に
入
所
す
る
成

人
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
実
施
主
体
に

な
る
点
。
③
障
害
者
も
基
本
的
人
権
を

有
し
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
と
い
う

障
害
者
の
人
権
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た

点
。
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

市
の
第
２
次
障
害
者
計
画
と
第
３
期
障

害
福
祉
計
画
の
理
念
で
、
改
正
障
害
者

基
本
法
の
理
念
を
反
映
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

　

24
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
正

障
害
者
自
立
支
援
法
で
は
、
相
談
支
援

体
制
の
強
化
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
利
用

計
画
作
成
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
障
害
者

総
合
福
祉
法
で
個
人
の
実
情
に
合
っ
た

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
策
定
と
し
て
出
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
関
連
で
、
障
害
者
自

立
支
援
法
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

24
年
４
月
改
正
の
相
談
支
援
体
制

の
強
化
と
総
合
福
祉
法
と
の
関
連
だ

が
、
骨
格
提
言
で
、
本
人
意
思
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
に
よ
り
国
が
支

援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
市
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
け
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画

に
よ
り
支
給
決
定
す
る
こ
と
を
想
定
。

サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
を
法
で
明
確
に
位

置
づ
け
る
の
が
４
月
改
正
の
趣
旨
だ
。

　

こ
の
陳
情
は
総
合
福
祉
法
制
定
に

向
け
て
、
４
月
に
法
案
が
国
会
へ
提
出

さ
れ
る
と
思
う
が
、
陳
情
採
択
が
３
月

議
会
で
時
期
的
に
ど
う
か
。

　

国
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
明
確
で

は
な
い
。
新
聞
記
事
や
厚
労
省
等
の

ニ
ュ
ー
ス
で
得
た
情
報
と
し
て
、
１
月

24
日
召
集
の
通
常
国
会
提
出
予
定
法

案
の
中
に
自
立
支
援
法
改
正
案
が
あ
り
、

総
合
福
祉
法
の
名
称
は
使
わ
ず
、
障
害

者
自
立
支
援
法
等
の
一
部
改
正
法
案
と

し
て
提
出
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
２

月
半
ば
に
障
害
者
制
度
改
革
推
進
会
議

の
総
合
福
祉
部
会
で
政
府
原
案
が
示
さ

れ
、
３
月
中
旬
に
政
府
か
ら
案
が
提
案

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

（
主
な
質
疑
）

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

基
本
法
制
定
に
向
け
、
市
と
し
て
国
の

動
き
を
つ
か
ん
で
い
る
か
。

　

国
で
は
、
昨
年
12
月
に
超
党
派
議

員
の
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
議
員
連
盟
が

発
足
、
議
員
立
法
で
通
常
国
会
に
「
こ

こ
ろ
の
健
康
基
本
法
案
」
制
定
を
目
指

す
動
き
あ
り
。
精
神
障
害
者
に
対
す
る

基
本
的
方
向
を
示
し
、
国
で
は
昨
年
７

月
に
精
神
障
害
者
の
社
会
的
入
院
等
の

解
消
、
措
置
入
院
等
に
関
す
る
保
護
者

の
制
度
見
直
し
等
を
含
め
た
検
討
を
進

め
て
い
る
。
昨
年
７
月
社
会
保
障
審
議

会
医
療
部
会
で
、
都
道
府
県
が
策
定
す

る
医
療
計
画
に
、
現
状
の
４
疾
患
を
入

れ
る
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

こ
の
法
律
制
定
に
よ
る
効
果
を
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
り
推
進
す
る

基
本
法
（
仮
称
）
が
制
定
さ
れ
た
場
合
、

市
は
法
律
を
受
け
、
こ
こ
ろ
の
推
進
計

画
や
協
議
会
等
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

こ
こ
ろ
の
健
康
の
推
進
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
地
域
や
医
療
機
関
と
の
連
携
等
を

充
実
す
る
よ
う
努
力
義
務
が
あ
る
。
現

状
で
も
人
材
確
保
が
市
の
課
題
だ
。

　

基
本
法
で
、
精
神
疾
患
と
障
害
の

言
葉
を
ど
う
定
義
し
使
っ
て
い
る
の
か
。

　

精
神
疾
患
は
、
市
で
把
握
し
て
い

る
障
害
手
帳
、
自
立
支
援
医
療
の
対
象

者
よ
り
少
し
幅
広
く
と
ら
え
て
い
る
。

　

（
主
な
質
疑
）

　

芋
窪
緑
地
が
緑
地
計
画
か
ら
外
れ

た
経
過
を
伺
う
。
ま
た
道
路
幅
に
関
し

て
、
交
通
渋
滞
な
ど
住
民
が
心
配
し
て

い
る
状
態
に
な
ら
な
い
か
、
市
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　

計
画
さ
れ
て
い
る
墓
地
の
緑
地
指

定
は
、
立
川
都
市
計
画
緑
地
第
10
号
東

大
和
芋
窪
緑
地
と
し
て
、
平
成
３
年
２

月
28
日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る

区
域
内
で
あ
る
。
ま
た
道
路
幅
員
に
関

し
て
は
、
開
発
区
域
に
面
す
る
部
分
は

　

（
主
な
質
疑
）

　

街
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き
市
へ
市

民
の
意
見
要
望
を
上
げ
る
手
段
は
な
い

の
か
。

　

条
例
の
規
定
で
は
、
開
発
事
業
の

手
続
に
入
っ
て
か
ら
は
、
近
隣
の
方
の

要
望
を
直
接
市
へ
提
出
す
る
手
続
上
の

手
段
は
な
い
。

　

手
続
上
問
題
な
け
れ
ば
、
工
事
の

着
工
が
始
ま
る
と
の
考
え
で
よ
い
の
か
。

　

こ
の
開
発
事
業
は
、
都
市
計
画
法
、

建
築
基
準
法
に
基
づ
い
て
設
計
し
、
街

づ
く
り
条
例
の
開
発
事
業
基
準
に
基
づ

い
て
協
議
を
し
て
い
る
。
基
準
を
満
た

し
て
い
る
場
合
、
事
業
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。

　

陳
情
理
由
の
中
に
、
土
壌
の
除
染

工
事
に
つ
い
て
、
駐
車
場
用
地
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
撤
去
さ
れ
、
メ
ッ

シ
ュ
工
法
で
土
壌
汚
染
調
査
を
し
て
い

る
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
に
結
果
が
き

て
い
る
の
か
、
問
題
が
あ
っ
た
の
か
。

　

東
京
都
の
環
境
確
保
条
例
と
土
壌

汚
染
対
策
法
に
よ
る
手
続
を
踏
ま
え
た

中
で
の
経
過
に
関
し
て
、
情
報
提
供
の

範
囲
内
で
の
情
報
は
得
て
い
る
。
ま
た

全
体
の
調
査
は
終
わ
っ
て
お
り
、
対
策

を
終
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

（
主
な
質
疑
）

　

当
市
に
お
け
る
一
人
当
た
り
の
国

民
年
金
平
均
受
給
額
を
伺
う
。

　

国
の
統
計
で
は
、
月
額
５
万
円
を

若
干
超
え
る
程
度
と
記
憶
し
て
い
る
。

　

高
齢
者
は
、
公
的
年
金
控
除
が
縮

小
さ
れ
、
老
年
者
控
除
等
が
な
く
な
り
、

高
齢
者
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
政
治
だ
。

定
率
減
税
の
影
響
で
、
高
齢
者
へ
の
負

担
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。
今
回
2.5
％
の
特

例
水
準
廃
止
の
ほ
か
に
、
４
月
以
降
は

物
価
下
落
分
0.3
％
別
途
引
き
下
げ
ら
れ
、

と
り
わ
け
高
齢
者
に
し
わ
寄
せ
が
い
く

の
は
理
解
し
が
た
い
。
こ
の
説
明
と
過

公
的
年
金
の
改
悪
に
反
対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
は
、
採

択
と
し
ま
し
た
。
（
な
お
本
件
は
、
本
会
議
で
は
、
起
立
少
数
に
よ

り
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
）

「（
仮
称
）東
大
和
市
桜
が
丘
４
丁
目
計
画
」に
つ
い
て
近
隣
住
民
の
住
環
境
に

配
慮
あ
る
開
発
を
求
め
る
陳
情
及
び
東
大
和
市
桜
が
丘
四
丁
目
地
域
住
民
の

安
全
と
環
境
の
最
優
先
を
求
め
る
陳
情
は
、
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

去
の
高
齢
者
負
担
が
ど
う
い
う
影
響
を

与
え
た
の
か
に
つ
い
て
伺
う
。

　

特
例
水
準
と
本
来
水
準
の
物
価
等

の
影
響
に
伴
う
移
動
の
関
係
は
、
16
年

度
は
従
来
完
全
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
だ
っ

た
が
、
16
年
法
改
正
に
よ
り
、
特
例
水

準
の
年
金
額
は
物
価
が
上
昇
し
て
も
据

え
置
き
、
本
来
水
準
は
賃
金
が
物
価
の

伸
び
を
下
回
っ
た
場
合
に
賃
金
で
改
定

さ
れ
る
な
ど
、
年
金
額
改
定
方
式
に
変

更
が
あ
っ
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
。
影

響
額
の
詳
細
な
数
字
は
持
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
特
例
水
準
の
解
消
で
2.5
％
引

き
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
本
来
の
物
価
水

準
よ
り
、
ど
れ
だ
け
下
落
す
る
の
か
。

　

平
成
24
年
度
に
は
特
例
水
準
も
過

去
の
部
分
を
精
算
し
0.3
％
下
が
っ
て
い

る
。
ま
た
本
来
水
準
も
0.3
％
下
が
っ
て

い
る
の
で
23
年
度
、
24
年
度
は
、
そ
れ

ぞ
れ
差
が
、
2.5
％
出
て
い
る
。

後
退
を
求
め
て
い
く
方
法
は
あ
る
。

　

今
現
在
は
都
条
例
に
基
づ
い
て
い

る
が
、
都
条
例
と
市
条
例
で
は
緑
地
や

駐
車
場
な
ど
違
う
部
分
が
あ
る
。
既
に

こ
の
墓
地
の
申
請
は
東
京
都
が
受
理
し

て
い
る
の
か
、
ま
た
手
続
に
沿
っ
て
動

い
て
い
る
の
か
。

　

正
式
な
申
請
と
い
う
形
で
は
な
く
、

都
は
住
民
の
意
見
を
付
し
た
内
容
で
今

後
指
導
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。
４

月
１
日
以
降
は
、
緑
地
・
駐
車
場
の
規

模
は
都
条
例
よ
り
も
上
乗
せ
し
て
い
る

の
で
、
引
き
継
ぐ
際
に
は
東
京
都
と
協

議
し
て
い
く
。

　

住
民
説
明
会
が
２
回
行
わ
れ
、
着

工
予
定
日
が
４
月
21
日
か
ら
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
日
か
ら
着
工
が
始
ま
る
の

か
。

　

申
請
者
に
対
す
る
指
導
、
相
手
方

が
ど
の
よ
う
な
協
議
に
応
じ
る
か
、
時

期
的
な
問
題
も
含
め
て
着
手
は
あ
く
ま

で
も
予
定
と
い
う
内
容
で
の
判
断
と
考

え
て
い
る
。

　

住
民
が
納
得
し
な
く
と
も
工
事
は

進
む
の
か
、
市
は
申
請
者
に
対
し
て
何

も
話
を
聞
く
機
会
は
な
い
の
か
。

　

今
後
こ
の
ま
ま
墓
地
の
計
画
が
進

む
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
武
蔵
村
山
市

民
を
含
ん
だ
近
隣
住
民
と
十
分
に
協
議

を
行
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
１
５
０
０
区

画
あ
り
き
の
事
業
実
施
と
せ
ず
、
十
分

な
緑
地
や
駐
車
場
を
と
り
近
隣
住
宅
地

へ
の
影
響
を
抑
え
る
こ
と
、
ま
た
４
月

か
ら
市
の
墓
地
条
例
が
施
行
さ
れ
る
の

で
都
条
例
、
市
条
例
の
定
め
る
基
準
の

両
方
で
適
用
す
る
協
議
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
陳
情
趣
旨
の
「
以
下
の
理
由

を
御
理
解
い
た
だ
き
、
東
大
和
市
議
会

に
お
い
て
本
計
画
に
反
対
の
決
議
を
し

て
い
た
だ
き
、
許
可
申
請
を
受
理
さ
れ

な
い
よ
う
陳
情
い
た
し
ま
す
。
」
と
の

文
言
が
あ
る
。
４
月
１
日
か
ら
東
大
和

市
に
移
管
さ
れ
、
採
択
に
な
っ
た
場
合
、

許
可
申
請
を
受
理
し
な
い
と
の
話
に
変

わ
る
の
か
。

　

当
然
法
令
な
ど
の
観
点
か
ら
計
画

自
体
が
適
法
で
あ
れ
ば
、
申
請
を
受
理

し
な
い
の
は
難
し
い
問
題
と
考
え
る
。
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77

蜂須賀　千　雅　自
湖畔地区災害時対策/介護予防リ
―ダ―/中学校武道必修化他

床　鍋　義　博や
３市共同資源物処理施設/放射性
物質/宮城県女川町のがれき他

や 中　野　志乃夫
臨時職員・嘱託職員問題/社会福
祉協議会との連携/防災対策

東　口　正　美公
上仲原公園/地域防災計画/東京
街道団地空きスペースの利用他

根　岸　聡　彦自
市のエネルギー対策/市の防犯に
ついて/成年後見制度について

民 大　后　治　雄　
景気動向と雇用について/感染性
疾病対策について

実　川　圭　子無
水と緑の景観を活かしたまちづ
くり/公共施設の利用について

西　川　洋　一共
原発事故の被害と対策/自然再生
エネルギー/平和施策/市民生活

二　宮　由　子民
スポーツ祭東京2013について/
障害者就労支援室について

88
佐　竹　康　彦公

健康診査の検査項目追加/新生児
訪問事業の拡充について他

押　本　　　修自
交差点について/学校教育につ
いて/給食について

中　間　建　二公
東日本大震災を風化させないため
に/中学校の部活動/市内商業他

民 和　地　仁　美　
学校教育について/介護予防事業
について

森　田　真　一共
市の住宅政策/地域経済の活性
化/防災のまちづくりについて

関　野　杜　成無
こども議会/生活保護について
/通学区域と街づくりについて

99

 　　  自由民主党　　　公明党　　
　　　日本共産党　　　民主党
　　   やまとみどり　 　　無所属
共
自 公

民
や 無

会派略称

尾　崎　利　一共
ヘリコプター等騒音/学校給食施
設建設/３市共同リサイクル施設

市政を聞く
３月議会　一般質問要旨 

掲載は発言順

　

湖
畔
地
区
の
一
時
避
難
所
は
一
小

と
一
中
だ
が
、
大
震
災
発
生
時
は
Ｊ
Ａ

側
の
切
通
し
の
道
や
諏
訪
山
橋
の
崩
落

が
想
定
さ
れ
る
。
湖
畔
地
区
４
自
治
会

が
独
自
に
避
難
場
所
の
調
整
を
申
し
出

た
場
合
、
協
議
に
応
じ
て
も
ら
え
る
か
。

　

地
域
の
合
意
が
あ
れ
ば
、
協
定
を

結
び
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

孤
立
す
る
恐
れ
の
高
い
湖
畔
地

区
に
行
政
側
と
の
安
否
確
認
の
た
め
に

衛
星
電
話
の
配
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
に
は
体
操
・

口
腔
ケ
ア
・
栄
養
学
な
ど
、
高
い
意
識

を
持
っ
て
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
来
年
度
介
護
予
防
活
動
の
即

戦
力
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
。

　

現
在
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
か
ら

次
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
で
き
れ
ば
、
市

民
の
自
主
活
動
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

（
桜
が
丘
）
の
住
民
の
意
見
で
あ
る
。

早
急
に
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

都
立
南
公
園
は
都
の
管
轄
だ
が
、

そ
の
（
放
射
性
物
質
の
）
除
染
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

除
染
対
象
は
市
が
管
轄
す
る
公
共

物
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
と
協
議
を
し
て
除
染
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
関
し

て
、
当
市
で
の
運
用
が
国
の
定
め
た
目

的
と
比
較
し
て
少
々
逸
脱
し
て
運
用
し

た
た
め
来
年
度
の
補
助
金
が
確
保
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
が
い
か
が
か
。

　

こ
の
事
業
は
非
常
に
価
値
の
あ
る

事
業
だ
と
と
ら
え
て
い
る
。
再
度
こ
の

事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

化
し
て
い
る
。
国
の
緊
急
雇
用
対
策
補

助
金
に
よ
る
市
の
直
接
雇
用
で
な
く
、

市
独
自
の
雇
用
創
出
、
対
策
を
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
雇
用
に
つ

な
げ
る
方
策
を
図
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

　

東
京
都
の
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
う
資
格
取
得
の
た
め
の
訓
練

を
紹
介
す
る
し
か
な
い
。

　

緊
急
雇
用
対
策
の
補
助
金
に
よ
ら

ず
、
市
の
一
般
財
源
で
行
え
る
よ
う
な

施
策
は
あ
る
か
。

　

市
単
独
施
策
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

　

起
業
や
資
格
を
取
得
さ
せ
、
担
税

力
を
持
つ
人
材
の
再
生
産
を
担
う
こ
と

も
行
政
の
役
割
だ
と
思
う
が
。

　

介
護
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
講
習
を
安

価
な
受
講
料
で
行
っ
て
も
就
労
に
つ
な

が
ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

議
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

他
の
自
治
体
で
は
条
例
化
も
含
め

さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
措
置
を
位
置
づ
け
て

い
る
。
第
４
次
行
革
大
綱
の
中
で
嘱
託

員
や
非
常
勤
職
員
の
位
置
づ
け
は
。

　

行
革
の
中
で
は
定
員
適
正
化
の
推

進
を
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
非
正
規
に

つ
い
て
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
非
正
規
に
お
け
る

嘱
託
業
務
や
臨
職
業
務
の
事
務
総
量
を

カ
ウ
ン
ト
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

臨
時
職
員
の
公
文
書
管
理
で
、
勤

務
の
記
録
が
５
年
で
廃
棄
さ
れ
る
の
は

問
題
で
あ
る
。
最
低
何
年
勤
め
て
い
た

か
を
残
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
。

　

臨
時
職
員
の
位
置
づ
け
は
正
規
職

員
の
補
助
的
業
務
と
い
う
こ
と
で
採
用

し
て
い
る
。
総
合
的
に
判
断
し
て
文
書

保
全
は
５
年
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

湖
畔
地
区
に
お
け
る
災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て・

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
の
今
後
に
つ
い
て

蜂
須
賀
千
雅

（
自
由
民
主
党
）

３
市
共
同
資
源
物
施
設
建
設
に
つ
い
て
／
除
染
に

つ
い
て
／
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
い
て

床

鍋

義

博

（
や
ま
と
み
ど
り
）

景
気
動
向
に
つ
い
て
、

雇
用
対
策
に
つ
い
て
問
う

大

后

治

雄

（
民　

主　

党
）

臨
時
職
員
、嘱託

職
員
問
題
に
つ
い
て
聞
く

中
野
志
乃
夫

（
や
ま
と
み
ど
り
）

　

今
後
４
年
以
内
に
首
都
直
下
型
地

震
発
生
の
可
能
性
が
約
70
％
あ
る
と
い

う
中
で
、
湖
畔
地
区
は
孤
立
す
る
恐
れ

の
高
い
地
区
だ
と
認
識
し
て
い
る
か
。

　

湖
畔
地
区
の
幹
線
道
路
の
関
係
で

言
え
ば
山
を
切
通
し
に
し
た
Ｊ
Ａ
支
店

側
と
武
蔵
大
和
駅
側
か
ら
の
２
本
で
あ

る
が
、
切
通
し
側
は
災
害
発
生
時
に
避

難
所
か
ら
孤
立
す
る
可
能
性
が
高
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　

（
尾
崎
市
長
が
小
平
・
武
蔵
村
山

両
市
長
に
出
し
た
文
書
に
つ
い
て
）
こ

れ
ま
で
の
白
紙
撤
回
、
受
け
入
れ
困
難

と
言
っ
て
い
た
議
会
の
決
議
と
庁
議
の

決
定
と
の
整
合
性
は
い
か
が
で
あ
る
か
。

　

品
目
を
絞
る
な
り
、
想
定
地
を
ほ

か
の
場
所
に
移
動
す
る
な
り
と
い
っ
た

こ
と
も
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
状

況
だ
。

　

一
番
重
要
な
の
は
建
設
予
定
地

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
は
、
よ

り
綿
密
な
情
報
分
析
能
力
と
財
務
諸
表

な
ど
を
用
い
た
財
務
分
析
能
力
な
ど
の

民
間
企
業
と
同
様
の
経
営
感
覚
が
重
要

だ
。
そ
う
し
た
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
当
市

の
財
務
会
計
上
の
指
標
が
あ
る
か
、
ど

れ
だ
け
体
力
が
あ
る
か
公
会
計
制
度
の

分
析
を
よ
り
一
層
進
め
た
い
。

　

景
気
低
迷
に
よ
る
雇
用
情
勢
が
悪

　

今
後
、
嘱
託
員
を
ど
う
生
か
し
、

ど
う
待
遇
改
善
を
す
る
の
か
。

　

交
通
費
や
休
暇
の
問
題
で
改
善
を

図
っ
て
き
た
が
、
市
町
村
の
事
務
は
ふ

え
て
お
り
、
今
後
の
職
員
体
制
を
含
め

検
討
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

待
遇
面
で
日
額
で
は
な
く
月
額
と

か
、
そ
う
し
た
論
議
は
な
い
の
か
。

　

非
常
勤
職
員
と
い
う
考
え
で
あ
り

時
間
給
で
の
支
払
い
で
あ
る
。
特
に
論

諏訪山橋

暫定リサイクル施設

就職情報室 市役所窓口

　〈おことわり〉：「請願・陳情の要旨」は、紙面の都合上掲載できませんでした。内容については議会事務局までお問い合わせください。
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教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
市

長
部
局
と
相
談
し
て
い
く
。

　

胃
が
ん
危
険
因
子
と
さ
れ
る
ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
を
、
健
康
診
査
項
目
に
追

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

　

検
診
体
制
や
財
政
面
で
難
し
い
。

今
後
の
国
の
が
ん
対
策
の
動
向
を
踏
ま

え
て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

女
性
に
多
い
甲
状
腺
疾
患
の
検
査

は
ど
う
か
。

　

専
門
的
な
検
査
に
な
る
の
で
難
し

い
。
甲
状
腺
疾
患
に
つ
い
て
啓
発
に
努

め
専
門
医
療
機
関
の
受
診
を
促
し
た
い
。

　

新
生
児
訪
問
事
業
を
拡
充
し
複
数

回
の
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

　

子
育
て
支
援
の
重
要
な
事
業
と
認

識
し
、
必
要
に
応
じ
た
複
数
回
の
訪
問

は
実
施
中
。
拡
充
は
人
員
・
財
政
面
か

ら
現
段
階
で
は
難
し
い
。

す
る
。
現
在
、
地
区
防
犯
協
会
が
中
心

に
な
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て

お
り
、
４
年
連
続
で
警
視
総
監
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
大
和
地
域
安

全
見
ま
も
り
隊
と
い
う
自
主
防
犯
組
織

も
関
東
管
区
警
察
局
長
の
特
別
功
労
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
と

連
携
を
推
進
し
、
今
後
も
、
地
域
の
自

主
防
犯
組
織
の
育
成
・
支
援
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
対
す
る
、
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

金
融
機
関
等
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

安
心
メ
ー
ル
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　

防
犯
意
識
の
高
揚
、
犯
罪
抑
止

に
向
け
た
啓
発
、
警
察
と
の
連
携
等
、

今
後
ま
す
ま
す
の
取
り
組
み
強
化
を
お

願
い
す
る
。

　

大
震
災
の
惨
禍
と
教
訓
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
生
か
し
、
市
民
と
行
政

が
協
働
で
防
災
に
取
り
組
む
必
要
性
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
責
務
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
今
年
の
３
月
11
日
に
は
、

職
員
の
災
害
時
参
集
訓
練
と
防
災
講
演

会
を
予
定
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
、

市
民
と
と
も
に
地
域
防
災
計
画
な
ど
各

種
防
災
関
係
の
事
業
を
確
認
し
、
さ
ら

に
充
実
、
強
化
す
る
節
目
の
時
期
と
位

置
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

震
災
か
ら
の
真
の
復
興
を
果
た
す

た
め
に
は
、
「
心
の
財
」
と
い
う
も
の

を
発
掘
し
、
市
民
に
希
望
を
与
え
て
い

け
る
「
東
大
和
市
希
望
の
日
」
と
言
え

る
よ
う
な
事
業
展
開
を
期
待
し
た
い
。

　

日
本
人
と
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な

い
日
と
い
う
思
い
を
込
め
、
い
ろ
い
ろ

な
面
か
ら
検
討
し
充
実
し
て
い
き
た
い
。

る
。
各
校
の
指
導
計
画
で
格
差
が
出
る

よ
う
な
ら
、
見
直
し
を
お
願
い
す
る
。

　

教
師
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
常
に
意

識
し
、
児
童
・
生
徒
に
接
す
る
よ
う
教

育
委
員
会
と
し
て
呼
び
か
け
て
い
る
か
。

　

教
員
の
意
識
が
十
分
で
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
教
務
主
任
会
、
進
路
指

導
主
任
会
等
の
研
修
で
啓
発
し
た
い
。

　

介
護
予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
の

「
ゆ
う
ゆ
う
体
操
」
の
普
及
率
、
数
値

目
標
は
、
他
市
の
よ
う
に
設
定
し
て
い

る
の
か
。

　

普
及
率
、
普
及
人
数
の
算
出
は
困

難
。
介
護
保
険
事
業
計
画
の
準
備
調
査

の
際
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
検
討
し
た

い
。
目
標
達
成
の
考
え
方
は
な
い
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
で
あ
る

教
育
や
介
護
の
充
実
こ
そ
が
、
当
市
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

災
公
園
と
位
置
づ
け
る
に
は
、
立
地
条

件
や
環
境
整
備
に
つ
い
て
広
範
囲
な
研

究
を
行
う
必
要
が
あ
る
。　

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
の
状
況

を
伺
う
。

　

地
域
防
災
計
画
の
修
正
は
、
東
京

都
防
災
対
策
計
画
と
照
合
を
行
っ
て
年

度
内
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　

図
上
防
災
訓
練
Ｄ
Ｉ
Ｇ
・
Ｈ
Ｕ
Ｇ

を
実
施
し
た
検
証
結
果
を
今
後
ど
の
よ

う
に
防
災
計
画
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

　

奈
良
橋
・
湖
畔
地
区
を
モ
デ
ル
と

し
て
行
っ
た
Ｄ
Ｉ
Ｇ
・
Ｈ
Ｕ
Ｇ
は
、
参

加
さ
れ
た
方
々
か
ら
も
非
常
に
効
果
が

あ
る
事
業
で
あ
る
と
お
声
を
い
た
だ
き
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い

る
。
今
後
、
防
災
計
画
の
も
と
に
作
成

さ
れ
る
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

に
検
証
結
果
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
予
定
地
、
こ
の
場
所
に
給
食
セ
ン

タ
ー
を
と
い
う
考
え
は
な
い
の
か
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
給
食
セ
ン

タ
ー
用
地
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。

　

東
京
都
か
ら
購
入
し
た
時
の
条
件

に
全
く
合
っ
て
い
な
い
た
め
か
。

　

契
約
し
た
時
の
条
件
と
し
て
は
、

健
康
福
祉
用
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

十
分
承
知
し
て
い
る
。
そ
の
上
で

東
京
都
に
は
確
認
を
さ
れ
た
の
か
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
を
あ
の
土
地
で
と

い
う
意
味
で
の
確
認
は
し
て
い
な
い
。

　

一
度
確
認
を
し
て
ほ
し
い
。
優

先
順
位
と
し
て
は
給
食
施
設
の
更
新
が

先
で
は
。
有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
つ
ぶ
し
て
建
て
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
ま
ま
の
計
画
で
は
受
け
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

学
校
教
育
で
の
新
聞
の
活
用
と
図
書
館
運
営
、

診
査
項
目
の
追
加
、新
生
児
訪
問
事
業
の
拡
充

佐

竹

康

彦

（
公　

明　

党
）

振
り
込
め
詐
欺
の
撲
滅
を
願
い
、

東
大
和
市
の
防
犯
に
つ
い
て
問
う

根

岸

聡

彦

（
自
由
民
主
党
）

３・11
を「
東
大
和
市
希
望
の
日
」に
制
定
し

復
興
支
援
と
災
害
対
策
の
推
進
を
期
待
す
る

中

間

建

二

（
公　

明　

党
）

学
校
教
育
は
社
会
で
役
立
つ
充
実
し
た
も
の
に
。

介
護
予
防
事
業
は
目
標
を
定
め
効
果
の
測
定
を
す
べ
き

和

地

仁

美

（
民　

主　

党
）

・上
仲
原
公
園
に
つ
い
て

・地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
防
災
図
上
訓
練
に
つ
い
て

東

口

正

美

（
公　

明　

党
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、

現
在
の
計
画
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

押

本　

修

（
自
由
民
主
党
）

　

小
中
学
校
の
国
語
教
育
で
新
聞
を

活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
り
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
。
市
内
各
校
で
は
国

語
教
育
及
び
そ
の
他
の
教
科
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

文
科
省
で
は
新
聞
購
入
と
学
校
図

書
館
指
導
員
拡
充
の
予
算
が
計
上
さ
れ

た
。
こ
の
予
算
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
方
交
付
税
措
置
と
な
る
予
算
。

　

東
大
和
市
の
防
犯
に
関
す
る
取
組

に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
と
し
て
は
、
青
色
回
転
灯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
自
主
防
犯
団
体
に

は
、
腕
章
、
帽
子
、
指
示
棒
等
を
支
給

貸
与
し
て
い
る
。

　

自
主
防
犯
組
織
の
活
動
に
対
す
る

市
の
認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

　

自
主
防
犯
組
織
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
高
く
評
価
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
私

は
４
度
に
わ
た
っ
て
被
災
地
に
入
っ
た
。

今
、
東
大
和
市
の
行
政
が
最
重
要
課
題

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
、
東
日

本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
災
害
に
備
え

た
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
か
ら

毎
年
め
ぐ
り
く
る
３
月
11
日
を
東
大
和

市
の
災
害
対
策
を
推
進
す
る
上
で
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
か
れ
る
の
か
。

　

総
合
的
な
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

は
各
校
ご
と
に
取
り
組
み
が
違
い
、
個

性
を
発
揮
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、

学
区
制
を
と
る
当
市
で
は
通
学
す
る
学

校
に
よ
り
格
差
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
。

当
市
な
ら
で
は
の
一
定
の
方
針
を
定
め

て
の
取
り
組
み
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　

学
習
指
導
要
領
で
は
、
資
質
、
能

力
、
態
度
と
い
う
視
点
で
の
例
示
が
あ

り
、
格
差
が
出
な
い
よ
う
言
わ
れ
て
い

　

上
仲
原
公
園
の
現
在
の
管
理
状
況

と
、
防
災
公
園
と
し
て
の
機
能
強
化
に

つ
い
て
伺
う
。

　

昭
和
56
年
開
設
以
来
30
年
が
経
ち
、

老
朽
化
特
に
老
木
の
管
理
に
は
苦
慮
し

て
い
る
が
、
安
全
・
安
心
な
憩
い
の
場

を
提
供
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

市
の
防
災
計
画
で
は
、
上
仲
原
公
園
は

広
域
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
が
、
防

災
公
園
と
位
置
づ
け
て
は
い
な
い
。
防

　

東
大
和
市
駅
前
交
差
点
に
歩
車
分

離
式
信
号
機
が
導
入
さ
れ
た
が
、
朝
夕

に
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
対
策
を
。

　

朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
お
け
る
信

号
サ
イ
ク
ル
の
変
更
も
警
視
庁
の
対
策

項
目
に
入
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

当
市
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
的
な
も
の

が
と
て
も
少
な
い
。
だ
か
ら
ゆ
え
に
、

た
っ
た
１
メ
ー
ト
ル
掛
け
る
１
メ
ー
ト

ル
の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
削
っ
て
は

 

防犯パレード

防災講演会

ゆうゆう体操

上仲原公園

学校給食センター



（9） 東大和市議会だより　第237号 平成24年（2012年）５月１日発行市政を聞く③

市議会では、本年5月1日から10月 31日までクールビズを実施します。

　

都
営
住
宅
の
単
身
の
車
い
す
の
部

屋
の
応
募
倍
率
は
36
〜
45
倍
。
市
の
障

害
者
施
策
の
中
で
住
宅
確
保
を
考
え
な

け
れ
ば
地
域
で
生
活
で
き
な
い
。
バ
リ

ア
フ
リ
ー
住
宅
を
市
が
確
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
国
の
補

助
制
度
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
営
住
宅
の
ス
ト
ッ
ク
を
置
く
こ

と
は
、
難
し
い
。
民
間
を
含
め
て
連
携

し
て
い
く
制
度
を
位
置
づ
け
て
い
く
こ

と
が
課
題
と
と
ら
え
て
い
る
。
民
間
事

業
者
等
が
所
有
す
る
住
宅
を
借
り
上
げ

て
供
給
す
る
「
借
り
上
げ
公
営
住
宅
制

度
」
は
あ
る
。

　

国
の
補
助
等
も
活
用
し
、
戸
単
位

で
借
り
上
げ
住
宅
を
作
れ
る
。
市
で
も

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

国
・
都
等
の
制
度
等
を
含
め
て
こ

れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

位
置
づ
け
に
な
る
か
と
思
う
。
で
き
る

限
り
市
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
多
く
の

市
民
が
来
ら
れ
る
場
所
に
し
て
い
き
た

い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
的
な
も
の
は
東

京
都
に
す
で
に
要
請
し
て
い
る
。

　

狭
山
丘
陵
の
落
ち
葉
に
つ
い
て
放

射
能
の
影
響
で
堆
肥
化
を
し
な
い
と
聞

い
た
が
、
ど
う
処
理
を
す
る
の
か
。

　

処
理
は
行
わ
な
い
。
東
京
都
産
業

労
働
局
の
動
向
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　

ぜ
ひ
測
定
を
し
て
、
そ
の
結
果

で
、
適
切
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

　

公
民
館
等
公
共
施
設
の
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

　

経
費
が
年
間
１
千
万
円
ほ
ど
か
か

る
。
利
用
状
況
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
使
っ
て
掲
載
可
能
だ
が
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
で
き
る
か
な
ど
課
題
が
あ
る
。

引
き
続
き
検
討
課
題
と
す
る
。　

学
校
に
給
食
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
等
、

全
体
的
な
街
づ
く
り
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

建
築
基
準
法
で
は
建
て
ら
れ
な
い

が
、
た
だ
し
書
き
で
可
能
で
あ
れ
ば
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

今
後
を
見
据
え
た
上
で
の
街
全
体

の
発
展
の
仕
方
を
考
え
、
柔
軟
に
学
校

の
統
廃
合
な
ど
の
検
討
は
で
き
な
い
か
。

　

人
口
動
態
の
あ
り
方
、
財
政
を
含

め
、
ト
ー
タ
ル
で
考
え
な
い
と
難
し
い
。

　

学
校
へ
は
歩
い
て
い
く
必
要
が

な
い
。
大
き
な
集
中
し
た
学
校
を
つ
く

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
学
校
に
来
さ
せ

る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
思
う
。
今

回
は
街
づ
く
り
と
学
校
だ
が
、
人
口
動

態
の
あ
り
方
で
な
く
、
ど
の
規
模
の
人

口
に
す
る
な
ど
の
考
え
で
、
街
づ
く
り

に
対
し
、
市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
変
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、
東
大
和

か
ら
狭
山
茶
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
の
お

茶
が
な
く
な
る
危
機
感
が
あ
る
。

　

東
京
都
の
農
業
指
導
セ
ン
タ
ー
の

方
で
も
農
家
の
方
へ
刈
り
込
み
な
ど
の

技
術
的
な
こ
と
や
風
評
被
害
に
つ
い
て
、

説
明
会
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

　

売
れ
な
く
な
っ
た
原
因
は
東
京
電

力
の
責
任
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
か
。

　

事
故
の
責
任
は
東
電
、
国
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

市
内
の
産
業
を
守
る
た
め
に
測
定

機
器
を
購
入
し
、
独
自
に
商
品
を
全
数

検
査
し
て
一
生
懸
命
宣
伝
す
る
、
そ
れ

し
か
な
い
と
思
う
が
。

　

測
定
機
器
に
つ
い
て
は
消
費
者
庁

へ
貸
与
の
申
し
込
み
を
し
た
が
外
れ
て

し
ま
っ
た
。
補
助
金
等
も
検
討
し
、
購

入
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
内
各
駅
へ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド

や
横
断
幕
な
ど
の
設
置
の
考
え
は
。

　

新
年
度
予
算
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ

Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
く
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
に
向
け
て
の
取

り
組
み
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
は
。

　

専
門
委
員
会
を
早
期
に
開
催
し
、

準
備
し
て
い
き
た
い
。

　

当
市
に
は
宿
泊
施
設
が
な
く
、
選

手
や
関
係
者
ら
に
宿
泊
先
の
提
供
が
で

き
な
い
。
中
小
企
業
大
学
校
の
寄
宿
舎

の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

　

宿
舎
の
改
修
、
調
理
員
の
増
員
等

で
受
け
入
れ
は
困
難
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

障
害
者
就
労
支
援
室
の
開
室
日
を

増
や
し
開
室
時
間
を
延
長
す
る
考
え
は
。

　

現
在
４
日
の
開
室
を
月
曜
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
５
日
に
し
、
週
２
日
は
午

後
６
時
30
分
ま
で
の
延
長
と
し
た
い
。

も
重
要
な
の
で
検
討
し
た
い
。

　

学
校
給
食
施
設
計
画
は
市
の
責

任
で
12
年
ス
ト
ッ
プ
し
自
校
方
式
が
頓

挫
し
た
。
市
民
の
理
解
を
求
め
修
正
す

べ
き
は
修
正
す
る
、
誠
実
な
対
応
が
必

要
。
自
校
方
式
が
望
ま
し
い
。
八
小
が

手
狭
な
状
況
も
あ
り
、
現
在
の
給
食
セ

ン
タ
ー
用
地
を
売
却
す
べ
き
で
な
い
。

　

桜
が
丘
市
民
広
場
に
建
設
す
る
と

い
う
が
、
広
場
を
削
る
べ
き
で
な
い
。

　

影
響
を
最
小
に
抑
え
る
。
他
の
場

所
を
借
り
る
な
ど
の
努
力
も
し
た
い
。

　

学
校
給
食
を
民
間
委
託
す
べ
き
で

な
い
。
民
間
委
託
す
れ
ば
給
食
の
安
全

を
守
る
責
任
す
ら
放
棄
す
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
。
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
偽

装
請
負
と
い
う
違
法
行
為
に
抵
触
す
る
。

　

非
常
に
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
。
指
示
書

を
出
す
の
は
黒
に
近
い
。
研
究
し
た
い
。

市
の
住
宅
政
策
に
つ
い
て
伺
う

森

田

真

一

（
日
本
共
産
党
）

水
と
緑
の
景
観
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り・

公
共
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

実

川

圭

子

（
無
所
属
）

通
学
区
域
と街

づ
く
り
に
つ
い
て
聞
く

関

野

杜

成

（
無　

所　

属
）

放
射
能
汚
染
に
よ
る

農
業
被
害
の
取
り
組
み
を
聞
く

西

川

洋

一

（
日
本
共
産
党
）

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
開
催
の
取
り
組
み
と

障
害
者
就
労
支
援
に
つ
い
て
聞
く

二

宮

由

子

（
民　

主　

党
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
騒
音
、東
京
航
空
局
等
へ
の
要
請
を

検
討
す
る
と
答
弁
。給
食
施
設
計
画
は
誠
実
な
対
応
を

尾

崎

利

一

（
日
本
共
産
党
）

　

単
身
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
住
宅

困
窮
事
情
か
ら
民
間
・
公
営
住
宅
と
も

に
住
宅
政
策
が
十
分
機
能
し
て
い
な
い

と
見
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

　

入
居
し
に
く
い
状
況
は
、
さ
ら
に

進
む
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

国
・
都
も
今
後
制
度
設
計
等
も
含
め
住

宅
政
策
を
考
え
て
お
り
、
市
の
住
宅
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
23
、
24
年
度
に
か
け

策
定
を
し
て
い
る
。

　

空
堀
川
の
水
質
に
つ
い
て
、
大
量

の
汚
水
が
流
れ
込
ん
だ
時
の
対
応
は
。

　

に
お
い
で
雑
排
水
等
が
想
定
さ
れ

た
の
で
、
汚
水
の
検
証
よ
り
、
ま
ず
は

処
理
を
し
た
。
生
活
排
水
を
道
路
に
流

さ
な
い
よ
う
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

空
堀
川
周
辺
の
環
境
を
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
。

　

環
境
整
備
を
東
京
都
に
要
望
し
て

い
く
。
水
と
緑
の
回
廊
と
い
う
重
要
な

　

学
校
の
配
置
に
つ
い
て
学
校
規
模

等
あ
り
方
検
討
委
員
会
で
50
年
、
100
年

後
を
見
据
え
た
考
え
か
。
そ
れ
と
も
現

状
で
の
考
え
か
。

　

あ
る
べ
き
姿
、
理
想
と
い
う
大
き

な
目
標
が
あ
り
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

両
面
で
検
討
し
て
い
る
。

　

通
学
区
域
と
街
づ
く
り
な
ど
、
全

体
を
考
え
て
ほ
し
い
。
工
業
地
域
に
学

校
が
建
て
ら
れ
る
の
か
、
廃
校
に
し
た

　

放
射
能
汚
染
に
よ
り
農
業
に
被

害
が
出
て
い
る
。共
同
直
売
所
の
販
売

が
22
年
度
に
比
べ
23
年
度
は
著
し
く
下

が
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、そ
の
状
況
は
。

　

全
体
的
に
200
万
円
ほ
ど
下
が
っ
た
。

野
菜
の
出
荷
量
が
少
な
か
っ
た
か
ら
と

聞
い
て
い
る
。

　

お
茶
の
生
産
農
家
で
は
、
お
茶
を

買
っ
て
も
ら
え
ず
収
入
が
な
く
な
り
、

お
茶
を
抜
根
し
転
作
す
る
方
も
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
で
当

市
で
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
が
開
催
さ
れ

る
が
、
観
客
動
員
に
対
す
る
観
客
席
の

確
保
や
会
場
整
備
は
ど
う
す
る
の
か
。

　

本
年
11
月
に
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
が

行
わ
れ
る
が
観
客
席
は
作
ら
ず
、
多
く

の
方
に
見
て
も
ら
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト
を

考
え
て
い
る
。
本
大
会
で
は
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　

効
果
的
に
国
体
を
周
知
す
る
た
め
、

　

立
川
飛
行
場
航
空
機
騒
音
に
つ
い

て
、
広
域
的
な
連
絡
会
設
置
は
前
進
だ

が
、
立
川
や
武
蔵
村
山
の
よ
う
に
市
独

自
に
も
や
る
べ
き
。
低
空
飛
行
中
止
の

申
入
れ
。
最
低
安
全
高
度
違
反
を
東
京

航
空
局
に
あ
げ
る
こ
と
。
目
撃
情
報
調

査
表
を
つ
く
っ
て
情
報
収
集
す
る
な
ど
。

　

市
の
実
態
を
踏
ま
え
要
請
を
含
め

検
討
し
た
い
。
目
撃
情
報
調
査
表
は
東

京
航
空
局
等
に
市
の
実
態
を
示
す
際
に

都営住宅

空堀川

 

茶畑

スポーツ祭東京2013

自衛隊ヘリコプター



（10）平成24年（2012年）５月１日発行 市民アンケート集計結果報告・議長が出席した会議等東大和市議会だより　第237号

問 ：あなたは、市議会議員選挙に
　　 行きますか。

不明　0.5％

必ず行く
60.4％

だいたい行く
20.5％

あまり行かない
9.8％

行かない
8.8％

問 ：あなたは、東大和市議会だより
　　 を読んでいますか。

関心のある記事
だけ読んでいる
　　55.1％

全部読んでいる
11.6％

読んでいない
23.5％

不明　9.8％

問 ：あなたは、市議会に関心が
　　 ありますか。

不明　1.5％

大いに関心が
ある　21.0％

少し関心がある
40.9％

あまり関心がない
30.8％

まったく関心がない
5.8％

問 ：あなたは、東大和市議会
　　 ホームページを見たこと
　　 がありますか。

不明　9.1％

ある　18.9％

ない　72.0％

問 ：あなたは、東大和市議会の
　　 本会議・委員会を傍聴した
　　 ことがありますか。

ある　3.8％

ない　95.7％

不明　0.5％

問 ：あなたは、市議会がどのような
　　 活動（役割）を行っているか
　　 知っていますか。

不明　13.6％

知っている
42.4％

知らない
43.9％

議
長
が
出
席
し
た
会
議
等

関
東
市
議
会
議
長
会

○
理
事
会

１　

開
催
日　

平
成
23
年
10
月
24
日　

２　

協
議
事
項

●

平
成
24
年
度
予
算
編
成
方
針（
案
）及

び
予
算
内
容（
試
算
）に
つ
い
て
ほ
か

全
国
市
議
会
議
長
会

○
第
91
回
評
議
員
会

１　

開
催
日　

平
成
23
年
11
月
11
日

２　

協
議
事
項

●

平
成
24
年
度
本
会
予
算
の
見
通
し
に

つ
い
て

東
京
都
市
議
会
議
長
会

○
11
月
定
例
総
会

１　

開
催
日　

平
成
23
年
11
月
21
日

２　

協
議
事
項

●

平
成
24
年
度
東
京
都
市
議
会
議
長
会

事
業
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

●

平
成
24
年
度
東
京
都
市
議
会
議
長
会

歳
入
歳
出
予
算（
案
）に
つ
い
て
ほ
か

東
京
都
三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会

○
第
二
部
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
１
月
20
日

２　

議　

題

●

平
成
24
年
度
消
防
委
託
事
務
に
つ
い
て

●

役
員
の
改
選
に
つ
い
て

第
30
回
北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る
都
民

大
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
１
月
26
日

２　

内　

容

●

運
動
報
告

●

激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
ほ
か

平
成
24
年
北
方
領
土
返
還
要
求
全
国
大
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
２
月
７
日

２　

内　

容

●

北
方
領
土
の
返
還
実
現
に
向
け
て

全
国
市
議
会
議
長
会

○
第
92
回
評
議
員
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
２
月
９
日

２　

協
議
事
項

●

平
成
24
年
度
全
国
市
議
会
議
長
会
一

般
会
計
予
算
（
案
）
に
つ
い
て

●

平
成
24
年
度
全
国
市
議
会
議
長
会
表

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　 」を実施しました東大和市議会東大和市議会に関するに関する市民アンケート調査市民アンケート調査
　このたび実施した「東大和市議会に関する市民アンケート調査」の集計結果がまとまりましたので、概要をお知らせします。
　市議会では、平成23年６月議会において、「議会のあり方に関する調査特別委員会」を設置しました。この特別委員会は、
（１）市民に開かれた議会のあり方についての調査検討、（２）（仮称）東大和市議会基本条例の調査検討の２点を調査事項
と定め、市民によりわかりやすく開かれた市議会を目指し、現在検討を進めています。
　このアンケート調査は、東大和市議会に対する市民の皆様のお考えやご意見・ご要望をお伺いし、その集計結果を特別委員
会の調査検討に反映させることを目的として行いました。
　お忙しい中ご回答いただきました皆様に、厚く御礼申し上げます。

　１　調査地域　東大和市全域
　２　調査対象　東大和市在住の 20歳以上の方
　　　　　　　　1 , 0 0 0 人 ( 男女各 500人）
　３　抽出方法　住民基本台帳からの無作為抽出
　４　調査方法　郵送による配布・回収
　５　調査時期　平成24年1月13日～平成24年1月31日
　６　回収状況　回答数 396通 ( 回答率 39.6％）

　「東大和市議会に関する市民アンケート調査報告書」は、
東大和市のホームページの「市議会」からご覧いただけます。
　また、市役所 (市政情報コーナー、議
会事務局）、市民センター、新堀地区会
館、南街老人福祉館、市民会館、保健
センター、郷土博物館、図書館、公民
館、市民体育館で閲覧いただけます。

 調査の方法など 調査の方法など  アンケート調査結果の詳細をご覧になるには… アンケート調査結果の詳細をご覧になるには…

市議会の傍聴時に手話通訳をご利用いただけます。希望日の1週間前までにFAXで議会事務局へお申し込みください。

（
次
ペ
ー
ジ
下
段
へ
続
く
）



（11） 東大和市議会だより　第237号 平成24年（2012年）５月１日発行市民アンケート集計結果報告・監査委員の活動報告

問 ：あなたは、現在の市議会を
　　 どのように評価しますか。

不明　11.4％

大いに評価する
0.8％

ある程度評価する
27.0％

あまり評価しない
23.7％

まったく評価
しない　6.8％

わからない
30.3％

問 ：市議会や市議会議員に対し、何を期待しますか。（複数回答可）

0 50 100 150 200 250

市や市民の利益となるような政策の提言

市民の意見・要望を聴く機会の設置

市民生活で困っていることなどの相談相手

市と都・国とのパイプ役

その他

166件

211 件

173 件

126 件

102 件

95件

15件

市の行財運営などに対する議会の
チェック機能の向上

市議会の審議結果などについて
市民に報告する機会の設置

問 ：あなたは、現在の市議会に
　　 市民の声が反映されている
　 　と思いますか。

不明　10.6％
思う　2.5％

やや思う
19.4％

あまり思わない
30.6％

まったく思わない
8.6％

わからない
28.3％

問 ：あなたのご意見を市政に反映させたいときにはどうしますか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答可）

0 20 40 60 80 100 120 140

市長に意見を届ける

市役所に連絡する

市議会議員に話をする

市議会に請願・陳情を出す

自治会等を通じて要望を出す

伝える手段がわからない

その他

91件

126 件

87件

32件

70件

105 件

13件

問 ：市議会や市議会議員についての意見や要望をお聞かせください。
　　（２０７人の方から、延べ２９９件のご意見をいただきました。そのうちの一部をご紹介いたします。）

（報酬・政務調査費について）
・ 報酬は今のままでよいと思いますが、成果を出してほしいと思いま
す。大切な税金を使っているのですから。

・ 報酬 45万 8,000 円、調査費１万 1,000 円が妥当な金額かよくわか
らない。多い気がするが、どのような活動、仕事をしているかわか
らないため、判断がつかない。

・ 本当に市民のために調査をしたり、交渉したりするには政務調査費
はこの額では不足するくらいだと思います。市議会議員の皆様が本
当に市民のために活動してくださることを望んでいます。

・ 報酬のほかに政務調査費や交際費も支給されていると思われるし、
使途の報告義務があるというが、領収書も提出しているのか。市民
も知る権利があるし、市民に対し報告の義務もあるはず。議員各人
が市民の代弁者を自負するなら市民に対する義務や責任を完全に果
たしてほしい。

（議員定数について）
・ 国と一緒で議員が多すぎる。議員の人たちは本当に仕事をしている
のかわからない。

・ 地方自治法の改正で、地方自治体の権限は増大すると思いますが、
それだけ政策立案等の役割が増し、多岐にわたると考えられるので、

議会、議員の強化が必要になる。報酬の総額は変えず、増員を検討
することも必要かと思います。

（その他の要望・意見）
・ 市のふところが不安。市議の方々のやる気と責任感に期待したい。
・ 障害者や高齢者の住みやすいまちづくりをお願いします。
・ 商店街等の閉店などで町に活気が年々なくなっていって寂しい限り
です。何とか町おこしのようなもので、賑やかな町にしてほしいと
思っています。

・ 市長、市議会のチェック機能が働き、適切な活動が行われていると
思っています。市報等の発行がありますが、関心が薄いのが現実で
す。市民にその活動を知らしめる方法があれば、更なる活発な活動
につながると思います。市議会議員の方々のご活躍を期待します。

・ こんなアンケートは初めてです。ぜひ開かれた市議会運営をしてく
だい。

・ 大胆な発想で諸施策を実行してほしい。
・ 有権者それぞれの思いを束ねて、くみ上げる機能が不十分である。
選挙の際に支持だけ求める議員活動では市政の改革、改善は十分に
行われない。

監
査
委
員
の
活
動
報
告

彰
基
金
会
計
予
算（
案
）に
つ
い
て
ほ
か

東
京
都
市
議
会
議
長
会

○
2
月
定
例
総
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
２
月
14
日

２　

協
議
事
項

●

関
東
市
議
会
議
長
会
第
78
回
定
期
総

会
に
係
る
都
県
提
出
議
案
に
つ
い
て

ほ
か

東
京
都
市
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
組
織
団
体
市
議
会
議
長
会

１　

開
催
日　

平
成
24
年
２
月
14
日

２　

協
議
事
項

●

多
摩
川
衛
生
組
合
の
東
京
都
市
町
村

議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
へ

の
加
入
に
つ
い
て
ほ
か

　

監
査
委
員
は
、
主
と
し
て
地
方
公
共
団

体
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
及
び
地

方
公
共
団
体
の
経
営
に
係
る
事
務
の
管
理

を
監
査
す
る
た
め
に
、
地
方
公
共
団
体
に

設
置
さ
れ
る
独
任
制
の
執
行
機
関
で
す
。

　
一
般
監
査
及
び
特
別
監
査
を
行
う
ほ
か
、出

納
検
査
や
決
算
審
査
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

◇
監
査
委
員　

関
田　

正
民（
議
会
選
出
）

◇
開
催
日
及
び
内
容

▽
10
月
28
日　

例
月
出
納
検
査

▽ 

10
月
31
日　

第
１
回
定
期
監
査（
文
書
課
）

▽ 

11
月
28
日　

例
月
出
納
検
査
・
第
１
回

定
期
監
査
講
評
（
文
書
課
）

▽ 

11
月
29
日　

第
２
回
定
期
監
査（
課
税
課
）

▽ 

12
月
27
日　

例
月
出
納
検
査
・
第
２
回

定
期
監
査
講
評
（
課
税
課
）

▽ 

１
月
25
日　

財
政
援
助
団
体
監
査（
公

益
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

▽
１
月
30
日　

例
月
出
納
検
査

▽ 

２
月
27
日　

例
月
出
納
検
査
・
財
政
援

助
団
体
監
査
講
評
（
公
益
社
団
法
人
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
）

▽ 

２
月
28
日　

第
３
回
定
期
監
査
①
（
土

木
課
）

▽ 

３
月
13
日　

第
３
回
定
期
監
査
②
（
土

木
課
）

▽ 

３
月
29
日　

例
月
出
納
検
査
・
第
３
回

定
期
監
査
講
評
（
土
木
課
）

　〈おことわり〉：「一部事務組合議会報告」及び「協議会報告」は、紙面の都合により掲載することができませんでした。ご了承ください。

（
前
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
の
続
き
）



（12）東大和市議会だより　第237号平成24年（2012年）５月１日発行

３月議会での議案等の結果
件　　　　　　　　名

会派名・会派人数
結
果自

７
公
５
共
３
民
３
や
２
無
１
無
１

市長提出案件　４２件
東大和市土地開発公社の経営状況について 報
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（第1号諮問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて（第2号諮問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適
東大和市副市長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
東大和市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同
平成２４年度東大和市一般会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
平成２４年度東大和市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
平成２４年度東大和市下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２４年度東大和市土地区画整理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２４年度東大和市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
平成２４年度東大和市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
東大和市非常勤特別職の職員の報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市税条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立公民館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立図書館協議会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立郷土博物館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立やまとあけぼの学園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立みのり福祉園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市高齢者在宅サービスセンター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 可
東大和市地域包括支援センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立保育園設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立学童保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市休日急患診療所設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市立保健センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市小口事業資金融資条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
立川都市計画事業東大和立野一丁目土地区画整理事業施行規程を定める条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

東大和市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市下水道事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
平成２３年度東大和市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
市道路線の一部廃止について（市道第１１６４号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
市道路線の廃止について（市道第１３１号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
市道路線の廃止について（市道第１１８０号線） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東京都市町村議会議員公務災害補償等組合を組織する地方公共団体の数の増
加及び東京都市町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

東京都後期高齢者医療広域連合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市と喜多方市との友好都市締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市長の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
委員会提出案件　５件
東大和市議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
公的年金の改悪に反対する意見書 × ○ ○ × × ○ × 否
「障害者総合福祉法」（仮称）制定に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
東大和市メモリアル墓地建設計画中止を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
議員提出案件　３件
東大和市空き家等の適正管理に関する条例 × ○ ○ × × ○ × 否
第32回オリンピック競技大会及び第16回パラリンピック競技大会の
東京招致に関する決議 ○ ○ × ○ × × ○ 可

北朝鮮に「ロケット」発射計画の中止を求める決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可
請願・陳情　１０件 　
公的年金の改悪に反対する意見書提出を求める請願 × ○ ○ × × ○ × 不
（仮称）障害者総合福祉法制定に対する国への意見書提出を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣
放射能汚染から子どもの体内被ばくを守る陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採
東大和メモリアル墓地建設中止を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣
「消費税率を引き上げないことを国に求める決議」に関する陳情 × ○ ○ × ○

※ × ○ 不
「こころの健康を守り推進する基本法（仮称）」の法制化を求める意見書提
出に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採

「（仮称）東大和市桜が丘４丁目計画」について近隣住民の住環境に配慮ある
開発を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣

消費税増税に関する陳情 × ○ ○ × ○
※ × ○ 不

消費税増税に反対する意見書提出に関する陳情 × ○ ○ × ○
※ × ○ 不

東大和市桜が丘四丁目地域住民の安全と環境の最優先を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 趣

議会報告

※上記の構成人数は採決に加わった人数とは異なります。
会派略称：自…自由民主党　公…公明党　共…日本共産党　民…民主党　や…やまとみどり　無…無所属 
結　　果：可…原案可決　否…否決　決…決定　承…承認　同…同意　認…認定　採…採択　趣…趣旨採択　
　　　　　不…不採択　継…継続審査　適…適任　推…推薦　報…報告　
賛　　否：○賛成　×反対　

６月定例会の予定
通常、開会時間は午前９時30分です。

月　　日 会　　議 内　　　　容
6月5日（火）本 会 議議案の審議など
6日（水）
7日（木）
8日（金）
11日（月）
12日（火）

本 会 議一般質問

14日（木）
15日（金）
18日（月）

常任委員会
及 び
☆特別委員会

付託案件の審査

２0日（水）本 会 議委員会審査報告など
☆特別委員会･･･議会のあり方に関する調査特別委員会
※日程は変更する場合もありますのでご了承ください。
　確定次第、東大和市ホームページに掲載いたします。
　　問い合わせ先　議会事務局
　　　電話042-563-2111　内線2002　

閉会中に行われた会議
＜12月＞
 22日 ○議会広報委員会
＜１月＞
 13日 ○議会広報委員会
 24日 ○ 総務委員会
 27日 ○ 厚生文教委員会
 30日 ○ 議会のあり方に関する調査特別委員会
＜２月＞
 １０日 ○厚生文教委員会
 １６日 ○全員協議会
 ２１日 ○ 議会のあり方に関する調査特別委員会
 ２２日 ○議会広報委員会
  ○議会運営委員会
 ２７日 ○議会運営委員会

議長・議員が出席した会合等
＜12月＞
 27日 ○監査委員例月出納検査
＜１月＞
 20日 ○東京都三多摩地区消防運営協議会
 23日 ○東大和市議会議員研修会
 24日 ○ 三多摩上下水及び道路建設促進協

議会第１委員会
 25日 ○財政援助団体監査
 26日 ○北方領土の返還を求める都民大会
  ○ 三多摩上下水及び道路建設促進協

議会第２委員会
 27日 ○ 三多摩上下水及び道路建設促進協

議会第３委員会
 30日 ○監査委員例月出納検査
＜２月＞
 ３日 ○野火止用水保全対策協議会
 ７日 ○北方領土返還要求全国大会
 ９日 ○全国市議会議長会
 13日 ○東京都市議会議員研修会
 14日 ○東京都市議会議長会定例総会
  ○ 東京都市町村議会議員公務災害補

償等組合組織団体市議会議長会
  ○第１回湖南衛生組合議会定例会
 17日 ○小平・村山・大和衛生組合議会２月定例会
 22日 ○昭和病院組合議会第１回定例会
 23日 ○ 第１回東京たま広域資源循環組合

議会定例会
 27日 ○監査委員例月出納検査・財政援助団体監査
 28日 ○第３回定期監査①
＜３月＞
 13日 ○第３回定期監査②
 29日 ○ 監査委員例月出納検査・第３回定

期監査講評

6月議会は5日に開会予定　次号の市議会だよりは8月1日発行予定


